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成12年度の教職課程協議

会委員長をおおせつかり、ほぼ

英語科教員養成にしか目が向い

ていなかった私は、いささか重

荷に感じています。特に教育の

あり方が問われ、教員の採用が

極度に減っている今、その感を

強くしています。教職員と学生

が力を合わせて乗り切る努力を

したいと思います。

13年度は、文学部の改革が実

施に移される予定で、今年度は

それに伴う教職課程の申請のし

直しが行われました。さらに、

新設予定のネットワーク情報学

科と経営学科が、平成15年度か

ら実施される高校の新カリキュ

ラムにある「情報」科目にかか

わる申請もしました。ＩＴ革命

の時代と言われ、コンピュータ

教育は中学校、小学校にも及ぶ

はずで、今後かなりの教員需要

が見込まれます。仲間が大幅に

増えることを期待したいと思い

ます。

私も２年前からパソコンをは

じめ、今では毎日１時間くらい

かけてインターネットを通して

英米の新聞から教育に関する情

報を探っています。97年に長期

在外研究でイギリスに１年間滞

在させていただき、その間にイ

ギリスが日本に劣らず教育改革

が進行しており、しかもその改

革が日本とはほぼ逆といってい

い方向に向いていることに大い

に興味をひかれたのがきっかけ

です。今では、専門の英語関係

よりも英米の学校教育の動きの

方を追っている状態です。その

一部を思いつくまま紹介しまし

ょう。

イギリスでは、10年ほど前か

らNational Curriculumという日

本の学習指導要領に当たるもの

が実施され、科目別、学年別に

教える内容がかなり細かに指定

され、さらに、国家試験が１学

年おきくらいに実施され、先生

と生徒はそれをカバーするため

に、大変忙しい思いをするよう

になりました。それは、21世紀

は情報の時代で、国民全体がか

なりの基本知識を共有しないと

対応できないと考えるからです。

アメリカも同様で、クリントン

大統領は今までのように各州に

教育を任せては置けないと考え、

国家としてのカリキュラムの設

定を図ったのですが、これは阻

まれました。しかし、各州はそ

れぞれのカリキュラムを設定し、

州の教育基準を設けて、州とし

ての到達度試験を頻繁にしてい

ます。やはり、先生と生徒は基

準到達のためにかなりプレッシ

ャーを感じています。また最近

では、高校卒業試験の導入に向

けていくつかの州が具体的に動

いており、すでに予備試験が行

われ、大きな話題になっていま

す。義務教育の高校を卒業でき

ない生徒がかなり出そうな気配

です。

これらのことには、日本、シ

ンガポール、韓国などアジアの

学校教育に遅れをとるな、とい

う気持ちも裏にあります。しか

し、その日本は「知識の詰め込

み」から「ゆとり」「個性」「生

きる力」「創造性」などを目指す

方向へ転換しつつあります。ど

れが正しいか、という問題では

ないのでしょう。英米は、今ま

で個性や創造性尊重できて、し

かるべき知識を与えないでしま

った、これでは21世紀には対応

できない、と考え、日本はばら

ばらな知識を多量に与えてきて、

考え、総合し、創りだす人間を

育てていない、これでは21世紀

に対応できない、と考えていま

す。いずれも正しいのでしょう。

英米ではすでに、「試験のための

授業」になっていると問題提起

をしている人が出ています。日

本も、基礎としてそれなりの量

の知識を身につけた上でものを

考えないと空回りになる、と警

告する人がいます。

ともかく、結果は、日本とは

逆に、英米ともに授業時間が増

え、宿題が増え、生徒は勉強に

追われて暇がありません。それ

に、イギリスでは、大学進学者

が増え、受験競争の激しさはか

つての日本とそれほど変わらな

いかもしれません。アメリカは、

日本とは逆に、生徒数が増え、

大学進学競争も激しさを増して

います。英米共通なのは、うら

やましいことですが、かなりの

教員不足で、奨学金や減税など

で教員希望者の気を引こうとし

ています。ただし、教員の質も

大きく問われています。

晴れて教員になれたとしても、

日常の教育活動に追われながら

も、常に広く目を開いて、大き

く世の中の動きを知り、判断し

ていく必要があります。

はじめに「英米日の教育の動きと教職」
専修大学教職課程協議会委員長　文学部　教授　伊部　　哲

平
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【はじめに】

「障害」のある子どもたちと

「障害」がないとされる子どもた

ちとが、それぞれ別の場ではな

く一緒の場で過ごし、学べるよ

うにする、いわゆる「統合教育」。

当時、その先進国スウェーデン

よりイタリアの方が法制度の面

では進んでいると感じたことが、

私のイタリア教育研究の出発点

となった。1984年秋、10月28

日から11月7日にかけて、数名

の研究者とフランス、イタリア、

イギリスの教育事情を視察に行

った時のことであった。

イタリア教育への関心はこの

統合教育ばかりではなかった。

今日この日本において話題とな

っている「学校評議員制」に関

わってくる「学校協議会」制度

への興味関心もあった。学校教

育に関わる意思決定を、それぞ

れの段階に設置された協議機関

での論議を通じて行っていくと

いうシステムの中心的存在が、

各学校ごとにおかれる「学校協

議会」であり、1974年の大統領

令「幼稚園、初等学校、中等学

校及び芸術学校における協議機

関の設置と再組織」で規定され、

今日に至っているものである。

イタリア教育研究の先達の一人、

前之園幸一郎・青山女子短期大

学教授によると「教育評議会

（彼は協議会ではなく、評議会と

訳している～筆者注）の創設に

よる『教育行政への民衆参加』

は、中央集権的教育行政組織を

民衆の手に取り戻し、その民主

化を実現するための突破口とな

るものである。これは、教師、

父母、全国的組織の労働組合の

代表、地域経済界の代表、守衛

を含む学校職員代表、有識者、

さらには後期中等学校において

は生徒代表をも含めて、具体的

な教育行政上の問題を合議によ

り決定し、民衆の意思を行政に

反映させようとする」目的を持

っている。

この二つの問題意識をもって、

私はイタリアに是非研究しに行

きたい、と思うようになり、40

歳を過ぎてイタリア語の勉強を

始めたのである。運良く専修大

学の在外研究に行くことができ

るようになり、1992年4月から

翌年の3月までミラノ大学に籍を

おき、教育法制の資料収集・分

析と教育実践、学校現場の観察

を行った。その前後から、ミラ

ノ大学政経学部で日本語を教え

ていらっしゃった西川一郎先生

（小学館『和伊辞典』の編纂者）

その妻のマリア・チェレステ先

生（高校の校長先生）に大変お

世話になった。残念ながら、西

川先生は他界されたのであるが、

マリア先生はご健在で今でも時

折イタリアの教育事情を知らせ

ていただいている。

この1年間のミラノでの在外研

究のおかげで、私は以下のよう

な研究成果を、まったく不十分

ながらも出すことができたので

ある。

【これまでの研究】

イタリアの統合教育は、法制

度的には統合教育の原則を打ち

出した1971年3月30日の「障害

者援助法」（法律第118号）から

はじまり、保育所から大学まで

の統合教育の権利を規定した

1992年2月5日の「ハンディキ

ャップ者の援助、社会的統合及

び諸権利に関する基本法」（法律

第114号）において一応の確立

をみたと言ってよい。その過程

について、極めて概括的な整理

を試みたのが「イタリア・統合

教育のあゆみ－ハンディキャッ

プ者基本法制定まで」と題する

論文である。これは、最初は

『明日をひらく』（1995年11月

号、東日本部落解放研究所）に

収めたものであるが、後に、若

干の手を加えて拙著『障害児と

公教育』（明石書店、1997年2月

20日）に再録した。このハンデ

ィキャップ者基本法が制定・公

布された1992年は、私がイタリ

アでの在外研究を開始した年で

ある。この法律を手にしたとき

の興奮は今でも記憶に新しい。

実際に日本語に全訳したのは帰

国後であり、『季刊　福祉労働』

第66号（現代書館、1995年）

に掲載した。

1992年以降今日まで、法制度

面での新たな動きはみられない。

しかしながら、ユネスコにおけ

るインクルージョン、インクル

ーシヴ教育の流れ（その出発点

になったのが1994年スペインの

サラマンカで採択された『サラ

マンカ宣言』である）を受けて、

OECDにおいてもインクルージ

ョン、インクルーシヴ教育への

動きが主流になりつつある状況

で公刊された『インクルーシブ

イタリアの統合教育研究ノート
経営学部　教授　嶺井　正也

の実際（Inclusive education at

work）』にイタリアの事例が紹

介され、かつ、この9月から従来

型の高校でいえば2年生まで義務

教育化されることになったこと

を踏まえて、「インクルージョン

の大きなうねり」という原稿で、

イタリアの統合教育のその後に

ついて整理した（『福祉労働』

2000年3月）。

【これからの研究課題】

こうした論文で、イタリアの

統合教育の歴史的流れは一応概

観できたのであるが、言うまで

もなく残された課題は多い。

第一に、このテーマについて

研究会や集会などでよく質問さ

れながらも答えられなかったの

が、統合教育への動きを創り出

した当事者の障害者団体の動き

についてである。どんな団体が、

どんな運動を、どんな主張を掲

げて展開したのか、それはどの

程度の影響力を持っていたのか

という質問である。まずは法制

度面での整理ということを第一

の課題に考えていたため、そう

した運動史的な資料を全く集め

ていなかった。したがって、答

えられなかったのは無理もなか

った。しかしながら、極めて重

要な問いかけであった。どうい

う力学のもとで統合教育への動

きが制度化へと向かっていった

のか、そしてまた、その力学の

中でも当事者はどんな力を担っ

ていたか明らかにすることは非

常に重要なことである。障害施

策の歴史の中で、当初は当事者

の意思などまったく無視されて

きたという背景があったし、ま

た、この日本における統合教育

を求める動きは、障害者といわ

れる人々が自らの被差別体験を

もとに作りだしてきたという事

実があるからである。あわせて

保護者の動きも明らかにする必

要がある。

ことの重要性は認識しながら

も、いまだに明らかにしえず、

課題のまま私の意識の中でくす

ぶっている。

第二は州レベルの法制度の展

開過程の分析である。イタリア

では1987年の憲法裁判所の判決

以降、高校段階での統合教育が

進んでいくことになる。この裁

判の過程で明らかになったのは、

いくつかの州では、高校段階で

の統合教育を進める法制度が国

にさきがけてつくられていると

いう事実であった。しかしなが

ら、国レベルの動きは法律、大

統領令、通達などによってある

程度明らかにすることはできる

が、州レベルの動きに関する資

料はなかなか入手しづらい。

とはいえ、まったく不可能と

いうわけではない。各州におか

れているIRASAE（州教育研究所）

の資料が手に入れば、可能なは

ずである。

第三は、歴史というよりはこ

れからの動きを明らかにすると

いう課題である。前述したよう

に、イタリアはこの秋から念願

の義務教育延長に踏み出した。

新しい制度では、かつての高校2

年生段階までが義務化される

（図参照）。となると、「障害」を

持つ生徒が後期中等教育で学ぶ

数は飛躍的に増えるはずである。

入学試験のないイタリアでの進

路先の決定、受け入れ先の学校

での支援体制その他が、これま

での中学校までの統合教育体制

並になることになるものと思わ

れる。さらに、義務教育修了後

の進路はどうなるか、大学での

統合教育もいっそう進むのかな

ど、興味は尽きない。

【新しい文献から】

こんなに課題があるとなれば、

イタリアに行って実際に資料集

めと調査をしてこなくてはなら

ない。来春にはイタリアに飛び、

おいしいワインと料理に舌づつ

みをうちながら頑張ってみよう

かと考えている。その前に、最

近、入手した文献『レパートリ

ー2000ー新学校教育法事典』か

ら簡単なメモをとっておきたい。

１）成績評価
これまでも障害を持つ生徒の

成績評価に関してはある程度分

かっていたが、この文献でより

いっそう明確になった。その部

分を翻訳しておきたい。

････････

身体あるいは感覚にハンディ

キャップを持つ生徒に関しては、

個別教育計画（PEI）を絶えず念

頭におきつつも、受験資格の確

認と試験とは、内容的に「通常

の生徒」の評価とは異なること

はない。方法の面では、障害の

状況に応じて以下のような可能

性が認められている。
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－（学級協議会が「試験実施方

法についての具体的な指標」を

ほぼ満たしていると予め認める

生徒については）「類似試験」を

課す。

－（「試験日程に定められている

最大日数では不可能な」）記述試

験や作図試験に関しては「時間

延長」を認める。

－「自力受験とコミュニケーシ

ョンのためにアシスタントの出

席」を承認する。

知的ハンディキャップを持つ

生徒については、評価手続きは

もっと明確になっている。

１．個別計画が（簡略の、及

び／ないし、多目的の個別教育

計画のいずれにも）「政府の定め

た計画に到達できない教育目標

や授業目標を」あらかじめ定め

ている生徒の場合には、その生

徒はPEIだけに関わる点数付与

で、したがって、法的な評価抜

きで、次の学年への進級が認め

られる。この場合、次のような

付記が成績表につけられなけれ

ばならない。「この点数はPEIに

関わるものであって、政府のプ

ログラムには関係はないし、か

つまた1995年4月19日の公教育

省通達第80号の第13条によって

講じられたものである。」

２．ハンディキャップ生徒の家

族は「他とは異なる」評価につ

いて予め告知されなければなら

ない。もしも正式の同意がない

場合には、その生徒は通常の基

準に基づいて評価されることに

なる。

1997年の布告第266号は

1995年の省令第80号を修正し

補足している。

職業資格や美術職人資格に関

する試験に関しては、個別教育

計画の内容に関する試験という

形で「異なる評価を受けた」ハ

ンディキャップ生徒も受けるこ

とが認められている。その場合

には、職業教育の所定の課程へ

の通学を証明する「教育クレジ

ット」として利用可能な、取得

資格証明書が交付される。同じ

学年に3回在籍したハンディキャ

ップ生徒に関しては、個別教育

計画で次の学年の授業及び活動、

並びに特定の「教育クレジット」

の承認に道が開かれている職業

教育や労働教育が組み込まれた

進路への参加を認めることが可

能なようになっている。

････････

イタリアではもともと、ハン

ディキャップの認定からはじま

り、個別教育計画の策定まで保

護者の同意を必要としている。

その上、個別教育計画が策定さ

れる生徒の評価に関しても、保

護者の同意がない限り、一般の

基準に基づいて評価されるとい

う手続きに関しては今回初めて

確認できたことであった。手続

き面で保護者の意思が最大限に

保障されているのである。

２）一学校級当たりの生徒数
イタリアにおいては統合教育

が本格化した1970年代半ば以

降、一学級当たりの生徒数は25

人で、ハンディキャップのある

生徒が入ってきた場合には20人

になる。そして、ハンディキャ

ップ生徒４人に１人の割合で支

援教員が配置される、というの

が通り相場であった。しかし、

この文献では以下のような内容

が示されており、驚きを禁じ得

なかった。

････････

教員配置に関して、これまで

は小、中学校では障害生徒4人に

1名の割合で教員を配置し、障害

生徒を受け入れた学級について

は生徒数は最大限で20名にする

（1977年の法律第517号，1994

年の法律第297号第72条，）規定

されていた専門教員の採用方法

は、1997年法律第449号第40条

第3項によって変更された。同法

は「県の職員の場合には、県内

の国立の教育機関に通学する生

徒数が138人につき支援教員1

名」を割り当てるようにするも

のである。しかし、特に障害が

重い場合には、支援教員の採用

に関して定められた期間の協約

約定は当該学校に委ねられてい

る。

1998年7月24日の公教育省令

第331号第10条に替わって定め

られた1999年6月6日の公教育

省令第141号は、下院が1998年

12月20日に承認した決断の実行

に際して、すべての種類と段階

の学校で、ハンディキャップ生

徒のいる学級の生徒数を最大で

20人（そして、いずれにしても

25人を超えない。県の職員採用

の有無、各学校における組織的

状況や専門的リソースばかりで

なくハンディキャップの重さや

生徒自身の状況の事前評価に関

わって）に戻すものである。生

徒数を20人に減らすことの必要

7

性は生徒の教育要求と関わって

明確にされ、その根拠がしめさ

れる必要があるし、そしてまた、

統合教育と結びついているプロ

ジェクトは、学級担任教員、支

援教員、その他の同じ学校の職

員が認めた方策や方法をはっき

りと定義しておかなければなら

ない。

････････

どうやら、支援教員はこれま

でのようにハンディキャップ生

徒にのみ関わる教員としてでは

なく、当該学校のすべての子ど

もの支援に関わる教員としての

役割に替わりつつあること、そ

れにともなって、配置方法も変

えられたし、ハンディキャップ

生徒がいた場合には一学級当た

りの生徒数を20人に減らすとい

うことも単純な計算ではなくな

ったということのようである。

この間の経過についてはまった

くフォローしていなかったので、

まだその内実を明確につかむこ

とはできていないが、これが事

実であるとすると、統合教育の

あり方について基本的な考え方

が転換したということも考えら

れる。これは、すべての子ども

たちの個別のニーズに対応する

中で、ハンディキャップを持つ

子どものニーズにも対処しよう

という、いわゆるインクルーシ

ヴ教育、インクルージョンへの

発展がイタリアで見られつつあ

るという、極めて重大な意味の

動きかもしれない。

そうであれば、今後の中心的

な検討課題になりそうである。

【おわりに】

もう少し内容の明確なメモに

したかったが、残念ながら果た

せなかった。このところ英語の

文献を翻訳する仕事が立て続け

にあって、すっかりイタリア語

にはご無沙汰であったせいかも

知れない。時間をかけて着実な

研究をしたいと思いつつもそれ

が叶わないのは、さまざまの仕

事に手を出す私の悪い癖が原因

の一つであろうが、イタリア教

育の専門家が非常に少ないとい

う研究蓄積上の問題もある。誰

か一緒に研究してくれる人が現

れることを願って終わりにした

い。
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話をし、あるいは思索することに
よって眼をきたえ、考え方や知を
養っていかなくてはいけません。
問題点を見つける眼を持てば、作
文の材料を見つけることが容易に
なります。このことは大学生がレ
ポートの材料を見つける場合にも
当てはまります。
人には皆、好みや片寄り、傾向

があります。個人的な好みもあり
ますし、時代やグループ、組織等
の影響があって、特定の方向に片
寄り勝ちになりますが、多方面に
視野を広げ、貪欲に様々な知識を
吸収するとよいと思います。それ
が考え方を深めることになり、文
章力をつけるだけでなく、人生を
豊かにすることにつながります。
国語の教科書によくとり上げら

れる古典の教材として、『徒然草』
五十二段「仁和寺にある法師」が
あります。一人の仁和寺の老僧が
一人で石清水八幡宮に参詣した時
の失敗話です。案内者もつけず、
一人で歩いて、男山の麓までたど
り着いたが、八幡宮は山上に鎮座

してあることに気がつかず、麓の
寺社だけを拝んで戻った話です。
この段について一般には、仁和寺
僧の一人よがりの失敗として、滑
稽、おかしみとして扱う傾向があ
るようです。ところが最近の研究
を参考にして読み直しますと、単
純に滑稽として扱えないことがわ
かります。この一段のかぎとなる
一文は「かちより詣でけり」にあ
ります。当時、仁和寺から嵐山の
近くに出て、舟で桂川を下り、男
山の麓まで行く方法がありました。
ところが老僧はわざわざ歩いて参
詣しました。中古・中世の人々が
信仰心で寺社に詣でる時は歩いて
行くことになっていました。老僧
が舟便によらないで歩いて行った
わけがこのことから理解できます。
この段の後に「少しのことにも、
先達はあらまほしきことなり」と
の批評があります。滑稽との批評
はありません。私はこの老僧に対
して、気の毒と同時に、御苦労様
と言って、頭を下げたいと思いま
す。－－この一段だけとり上げて

も、これまでは考えられていなか
ったことが案外あります。色々な
点に気を配り、視野を広げて行か
ないといけないことがわかります。

国語教育は英語、社会、数学等、
他教科と関わりあいながらも、も
っとも基礎的な教育です。ことば
を正しく理解しなければ、他の教
科の内容も正しくは受けとること
ができないからです。
それと同時に、国語の授業が生

徒の進路にも影響を与え、卒業後
数十年後にも感動を残す場合があ
ります。
最終的には、様々な内容を集約

して、生徒一人一人に感銘を残せ
れば、国語の授業としては成功し
たといえると思います。
冒頭に掲げた「朝日新聞」の記

事を読むことによっても、国語の
授業の幅の広さ、奥の深さを感じ
ることができますが、私も国語科
教員の一人として、責任の重さを
感じる次第です。
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年（平成12年）6月5日（月）
の朝日新聞夕刊に「国語の授業」
と題して、読者の体験と意見が載
っていました。130通の投書の中
から7人分の投書の抜粋なので、
全員の意見の集約、反映ではあり
ませんし、採用した側の好みもあ
りましょうが、参考になる意見が
ありました。その幾つかを紹介し
ます。
一は、長崎市で小学校教員をし

ている39歳の女性の方の意見で
す。－－高校三年生の時の、森
外の『舞姫』の授業は忘れられま
せん。格調高い明治の文豪の作品
に触れた時、新しい世界が開けた
思いがしました。主人公、豊太郎
の生き方を通して、人生をどう生
きるかという問いを示してくれた
授業。こんな楽しい、人生に影響
を与える授業をしたいと教師にな
りました。
二は、新潟市の51歳の会社員

（男）の意見で、国語の授業の中に、
人生の意味や生き方について話し
合う機会を取り入れてほしい、と
ありました。
三は、春日井市に住む51歳の女

の方の意見で、高校の現代国語の
授業で指示代名詞に異常にこだわ
る先生がいて、文学を味わうとい
う面は全くなかった。内容を楽し
めるように、感動を味わえるよう
に教えてほしいと思った、と述べ
ています。
四は、児童文学者、古田足日氏

の意見で、教材にとり上げた作品
の内容を読み取ることは必要だが、
こだわると、授業がつまらなくな
ってしまう。作品は作者の意図を
超えたところで、読者を感動させ
ることがある。生徒の思い込みを
壊したり、生徒の心を揺さぶる授
業も大事だ、とありました。

私は以前、国文学科以外の学部、
学科の学生と話す機会がありまし
たが、その時学生に、なぜその学
部、学科を選んだのかを聞きます
と、学生は、高等学校の時に受け
た国語の授業が理屈っぽくてつま
らなかったので、今の学部、学科
を選びました、と話しました。
私はその時、中学、高校時の生

徒の心の琴線に触れ、感動を呼び
起こす授業をすることが重要であ
り、その授業－－もちろん国語だ
けとは限りません－－が生徒一人
一人の将来の生き方にも影響を与
えることのあることに気がつきま
した。
私的なことになりますが、私は

高校卒業後、一年間予備校で入試
の勉強をした後、大学の国文学科
に進学しました。その進学理由に
は幾つかありますが、その一つに
中学、高校時に受けた国語の授業
での魅力があります。Ｍ先生が教
科書から離れて歌舞伎観劇の話を
された時は、一時間、私語する生
徒はだれもいませんでした。授業
開始の時に教室がざわついていて
も、静かな口調で話されると、自
然に教室は落ちつきました。
授業に教科書は必要ですが、授

業の魅力は、教科書に拠りつつも、
生徒の感動を引き起こす先生の個
性、実力、経験、指導力等にあり
ます。指導法の応用だけではよい
授業はできません。そのような意
味で、魅力のある国語の授業は、
指導者のそれまでの全人的な諸体
験を綜合、集約し、一時間の授業
に投影するところから出て来るの
ではないかと思います。
他の一人のＴ先生の授業は－－

語句の解釈や文法の説明について
は、今から考えると必ずしも正し
いとはいえないところがありまし
たが－－情熱のすべてを傾けて教

えていただいたという点で生徒の
心を引きつけました。
高校卒業後、一年間の浪人時に

予備校に通いました。その時に受
けた国語、英語の授業は高校まで
の授業にない魅力がありました。
一語の持つ意味の奥深さ、多様さ、
広範囲の応用力のあることを知り
ました。

国語の授業には様々な内容があ
ります。文学作品をとり上げるこ
とも大切ですが、それだけにとど
まるわけにはゆきません。春日井
市の女の方の意見にあったような、
ある場合には指示代名詞にこだわ
ることも必要です。主題、構想、
文脈に沿った語句の意味を考えな
がら読みを進めることも大切です。
一方、今の生徒が社会に出た時、
文章の書き方が下手なので、文章
力をつけさせてほしいとの要望が
あります。このほか話しことばで
は、聞き方や話し方、会議での司
会の仕方、研究会での発表、討論
の仕方等、様々な内容が含まれま
す。またこれらの授業を通して、
二千字に及ぶ常用漢字を覚えさせ、
社会人としての言葉や敬語の使い
方を身につけさせなければいけま
せん。
これらの中で、文章力をつけさ

せるにはどのようにしたならばよ
いでしょうか。現在の指導要領や
国語科教育のテキストを見ますと、
まず、材料の選び方、構成の仕方、
叙述の方法が書いてあります。も
ちろんこのような技術的方法や段
階も必要ですが、それとともに生
徒が作文の材料を見つけ、選ぶに
は、一人一人が問題意識を持つこ
とが大切です。そのためには問題
点を見つけ出す眼、考え方がしっ
かりしていなければいけません。
本を読み、人の話を聞き、友人と

国語授業の広さと深さ
文学部　教授　高橋　　貢

今
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職を意識し始めた大学三年
生の頃、教職を志してはいました
が、一般企業に就職しようかとい
う迷いもありました。それは、自
分に教師としての適性があるかど
うか、今一つ自信が持てなかった
からです。そのような時、同じく
教師を目指していた友人がこう言
いました。「大事なのは適性よりも
熱意だよ。型通りの教師じゃなく、
自分らしさを生かした先生になれ
ばいいんじゃない？」
この言葉がきっかけで、その後、

教職一筋で頑張って来ることがで
きました。念願叶って今、教壇に
立って五年目になります。私が勤
務している学校は、茨城県にある
私立学校です。公立の学校や他の
私立学校とは多少異なるとは思い
ますが、このような学校もあるの
か、といった観点から何らかの参
考としていただけたらと思います。
まず、私が勤める水戸女子高等

学校は、先程も述べたように、い
わゆる「私学」です。私学の特性
として挙げられるのは、創立者の
熱い教育理念のもとに設立された
学校である点だと思います。本校
では「社会に貢献できる女性の育
成」という教育目標を掲げ、県内
でも少なくなってきた女子校とし
て、特色ある教育活動を展開して
います。勤め始めてしばらくは、
自分が受けてきた公立学校との教
育の方針や内容の違いに戸惑いを
覚えました。しかし、公立学校に
しろ私立学校にしろ、一人一人の
生徒により良い人生を送ってもら
うための舞台だということに変わ
りはありません。そう思うことに
よって気持ちが少し楽になり、自
然とその教育方針に沿った指導が
出来るようになりました。ただ、
一概には言えませんが、やはり私
学は特色ある教育活動を展開して

いる所が多いと思うので、
もしその採用試験を受け
ようと考えているのなら
ば、その学校の教育理念
をよく理解しておいたほ
うがよいと思います。
仕事をしている中で

日々感じることは、生徒
達は非常に鋭い目や感覚
を持っているということ
です。教師が生徒の様子
をよく観察しているのと
同様に、生徒も教師の言
動に敏感に反応します。
思春期の子供達を相手に
する職業ゆえ、教師側の
言動にも、ある程度の緊
張感が求められます。そ
うかと言って、いつもピ
リピリしていては、生徒
との距離感も縮まらないので、そ
のバランスの取り方が難しいとこ
ろなのですが･･･。私も担任を持っ
て四年目になりますが、このあた
りはまだまだ勉強中です。
また、ホームルームとは別に、

クラブ顧問としても、日々貴重な
経験をさせてもらっています。本
校には、全国的にも珍しい「雅楽」
のクラブがあります。自国の文化
にあまり興味を示さない若者が増
えていると言われている中、日本
の伝統芸能を身に付けようと積極
的に活動する生徒と共に、私も多
くのことを学ばせてもらえるのは、
とても有難いことだと思っていま
す。
さて、次に採用試験に向けて少

しお話ししたいと思います。学力
試験に関しては、公立・私立を問
わず、一般教養及び専門科目の試
験があると思うので、早めに対策
を立てておいたほうがよいと思い
ます。但し、私立学校は採用があ
る時に、それぞれの学校で独自に

試験を実施する、という形が主流
だと思うので、出題傾向などはつ
かみにくいと思います。普段から
幅広い分野の学習を心掛けておく
と良いと思います。また、在学中
に何か一つのことに熱中したり、
反対に多くのことにチャレンジす
るなどして、自分に磨きをかけて
おくことも大事だと思います。「自
分らしさ」のある魅力的な人柄は、
教師に求められる大きな要素とな
るので、何事にも好奇心を持って
挑戦してみて下さい。あとは自分
を信じて、熱意を持ってひたすら
教師の道に進んで行くことが、合
格へのカギになると思います。
最後になりましたが、教師の仕

事は、真剣に関わろうとすればす
るほど、自分自身の痛みを伴う苦
しさがあります。しかし、これほ
ど創造的で意義深い仕事も、めっ
たにあるものではないと思います。
皆さんの夢が叶えられるよう、私
も心から願っています。どうか頑
張って下さい。

卒業生から（国語）「一私立高校教員の生活」
茨城県私立水戸女子高等学校教諭　守屋　友子（平成8年　文学部国文学科卒業）

就
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なさん、今日は。私は平成
8年に大学を卒業して高等学校の
教員になって5年目を迎える者で
す。これから少し生意気かもしれ
ませんが、本当の意味で教員にな
りたい人の参考になればと思い、
現在の学校（高等学校）の現状に
ついて書いてみます。
まず始めにお聞きしますが、み

なさんはなぜ教員になりたいので
すか？子供の成長を身近に感じて
みたい、クラブ指導をしてみたい、
学問の面白さを教えてみたい、夏
休みや冬休みがあって仕事が楽そ
う、公務員だから安定している
・・・・等様々だと思います。早
速で申し訳ありませんが、夏休み
や冬休みがあって仕事が楽そうと
か公務員だから安定しているから
という理由で教員になりたい人は
辞めた方が良いと思います。これ
は間違いありません。絶対に後悔
します。
私の場合は1番にクラブ指導を

してみたいという思いがあり、2
番目に自分の得意分野である地理
の面白さを生徒に伝えてみたいと
いう思いがありました。しかし、
今はその両方とも思うようにいか
ず悩み続ける毎日です。それらの
自分が描いていた理想と現実のギ
ャップについて少し話をしたいと
思います。

１．クラブ指導について
私はこれがやりたくて教員にな

ったといっても過言ではありませ
ん。その理由は私が高校のときに
入っていたバレーボール部の顧問
の先生の指導に強く影響を受けた
からです。その指導は“クラブ活
動を通じて人間形成をする”とい
うことです。私が住んでいた地域
は中学校にはバレーボール部がな
く全員が高校に入ってからオーバ

ーパスから始めるというものでし
たが、目標は県ベスト4という高
いものでした。顧問の先生はいつ
も「努力はウソをつかない」が口
癖で私たちもその目標達成のため
毎日努力しました。結果は県ベス
ト4にあと一歩でしたが、その練
習の中から“あきらめずに努力す
ることの大切さ”“協調性”“礼儀
作法”などを学びました。それが
私の浪人生活や教員採用試験突破
の原動力になったのです。その
「努力はウソをつかない」を私も指
導目標として現在女子バレーボー
ル部の顧問をしていますが、なか
なか今の生徒にはその指導が受け
入れられずクラブ指導もうまくい
かない毎日に悩む日々です。

２．授業について
みなさんはたぶんきっと今、私

が大学4年生だったころに描いて
いたのと同じ授業風景（楽しい？）
を考えているでしょうが、それは
きっとうち砕かれます。なぜなら、
みなさんが卒業（教育実習）した
高校はきっと進学校であり、生徒
が授業に参加するのが普通だから
です。しかし、よく考えてくださ
い。そのような進学校はどの位あ

るでしょうか？ほとんどないはず
です。私の勤務している学校はこ
の地域の俗に言われる底辺校です。
正直言って中学校から勉強をした
ことがない生徒ばかりで学習意欲
はほとんどありません。テスト前
さえもほとんど勉強しません。50
分の授業時間すら集中できません。
そのような生徒が相手だとみなさ
んが教わってきた授業方式ではほ
とんど通用しません。そのため、
いかに生徒に興味・関心を持たせ
られるか、いかに簡単に説明でき
るかを考える日々です。授業のた
めの教材研究はかなりの覚悟が必
要です。

３．最後に
今まで厳しい現実ばかりを書い

てきましたが、これは多かれ少な
かれ本当です。これらの現状を真
に受け止め、本当に生徒の将来を
考えて根気よく指導していく気持
ちがある人にだけ教員採用試験を
受けてもらいたいと思います。最
後に本気で教員になりたい人に私
の心にある次の言葉を贈ります。
「教員は一生片思い・・・」だと。
みなさんのご検討をお祈りいた

します。

卒業生から（社会）
新潟県立村松高等学校教諭　阿部　利幸（平成8年　文学部人文学科卒業）

み

後列、右側が阿部先生
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社価値人間から自己価値人間へ
今の日本社会では就職してから定年するまで約40年

間働くことになります。しかし今回の不況から40年間
安泰な企業はほとんどないことがわかりました。先の
見えない社会に出発していく皆さんに言えることはこ
れからは会社に価値を求めるのではなく自分自身に価
値を求めていく自己価値人間になることが必要だとい
うことです。

資格は必要
自己価値人間には必要な要素が２つあります。１つ

は自己の持つ実力です。そしてもう１つは実力の証明
です。証明の方法は様々ですが資格はこれに該当しま
す。仕事によっては実力があっても資格がないとでき
ない職業もあります。資格はとても大切な証明です。

教職課程は難しくない
さて資格は様々で有効期限付きの資格から一生もの

の資格、等級のあるもの、合格率が高いもの低いもの
など多種多様です。
私は専修大学で教職課程を学びました。教職の資格

は一生ものです。専修大学の講義を普通に受講してい
れば取得できます。教育実習もありますがそれで単位
を落とす人はまずいません。教員はこの資格がないと
本当に実力があってもなれません。現在私が教員とし
て楽しく仕事をできるのも教職の資格取得しているか
らです。

チャンスはいつくるかわからない
とはいっても現在教員の採用がほとんどありませ

ん。取得しても無駄にも見えます。しかし私は30歳で
教員になりました。最近学校は校外の専門家や地域の
人たちを講師として招いたり校外で学習するなど多様
化しています。終身雇用が崩れ民間人が校長になる時
代にいつどこでチャンスが巡ってくるかわかりませ
ん。
会社がなくても資格は自分の財産として残ります。

自分のために取れる時に資格を取得することを皆さん
に薦めます。

卒業生から（商業）
横浜市立横浜商業高等学校教諭　小市　聡

（昭和58年　商学部商業学科卒業）
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１．多岐に渡る教員の仕事
ちょっと現実的なお話をします。

教師を目指すみなさんは、教師の
仕事にどんなイメージをお持ちで
しょうか。教科指導さえやればよ
いと思っている人はいないでしょ
う。部活動の顧問をやるくらいは
知っているかもしれませんが。
教師の仕事は多岐に渡ります。

教科指導の他に、学級経営や学年
の仕事。教務、生活指導、進路指
導、環境保健等の校務分掌。学校
行事、部活動、生徒会活動等の特
別活動。ＰＴＡや地域との関わり。
校外でも連合行事、地区の教科研
究会、部活動の顧問会議、高校と
の連絡会等の仕事もあります。こ
れらの仕事は容赦なく同時に進行
します。そしてそれを運営するた
めの会議が設定され、同僚や他校
の教員、保護者等と関わり合いな
がら、協力・分担して仕事を進め
るのが普通です。先輩教員になら
って、早く覚えなければいけない
仕事も多くあります。もちろん子
供のこと。突発的な問題は多々あ
ります。

２．孤独な教科指導は後回し？
その中で教科指導は多くの場合、

授業準備や教材研究等は基本的に
孤独な仕事です。それ故、どうし
ても他の人との関わりのある仕事
が優先になります。遅れたりすれ
ば迷惑がかかります。次第に教材
作り、宿題のチェック、テストの
採点等、教科指導の関わる部分は
後回しになります。学校で差はあ
るものの、教員は大体このような
現実だと思います。

３．教科指導が孤独に陥らない
ために

このような状況の中、次第に教
科指導が疎かになりがちです。部
活動や生徒指導が優れていても、
教科指導の勉強が不十分な人もい
ます。（逆に教科指導は抜群でも、
他の仕事に協力的ではない人もい
ますが。）様々な仕事の中で何が最
優先かは一概に言えません。どれ
も大切です。しかし、どんな状況
でも授業をしっかり行うことは教
師の義務です。教科指導は孤独で
すが、孤独なままだと「やってい
ることが良いのか悪いのか」わか
らなくなります。最も危ないのは、
うまくいっていると錯覚したまま、
確かめることなく月日が流れるこ
とです。客観的に見てよい授業に
するには、教科指導が孤独なまま
ではいけないと思います。私は、
次のようなことを心がけています。
①同僚と授業を見合う（数分でも
よい）。②自分の授業をビデオに撮
る。③「達人」の授業をビデオで
見たり、直に見に行ったりする。
④英語教育関係のセミナー、研究
会に出席する。⑤英語教育関係の
雑誌、書籍を読んでネタを仕入れ
る。⑥自主教材や試験問題を他の
教員と交換する。
これらを毎日全てできるわけは

ありません。大切なことは自分の
仕事を客観的に見る（見てもらう）
環境を整えておくことです。

４．英語教師を目指すみなさんへ
最後に、英語の教師としてのお

話です。私は次のようなことを念
頭に授業を行っています。①授業
は基本的に英語で進める。②音声
⇒文字の順序で指導する。③教科
書の題材を大切にする。④新出語
句、新出文型は、シチュエーショ
ンの中で提示する。⑤教科書の音
読を重視する。⑥1時間で延べ
100名の生徒に発言させる。

このような欄には、生徒との楽
しい思い出、教師としての喜びを
書くのがよいかとも思いますが、
今回はあえて現実的なお話をさせ
ていただきました。理想に燃え、
夢をもった専修大学の仲間が、教
育の世界に入って来てくださるこ
とを心から願っています。

卒業生から（英語）「孤独な教科指導」
大田区立東調布中学校教諭　渓内　明（昭和62年　文学部英米文学科卒業）

員になって、早一年半が経ちました。まだま
だ経験不足の身ではありますが、少しでもこれから
教員を志すみなさんの参考になればと思います。
私は、平成11年度の東京都教員採用試験に合格し

ました。あまり勉強していなかったのでいったん企
業に就職をしてから、受験し直そうと考えていたの
で大変驚きました。それから赤羽商業高校への採用
が決まり、現在に至ります。
今は、一年生のクラス担任をしています。いろい

ろなタイプの生徒がいて、毎日試行錯誤の連続です。
時には、生徒や保護者の方と衝突することもあり、
頭をかかえることもあります。精神的に切羽詰まる
こともたびたびあります。そのような時に、生徒の
笑顔を見るとどんなことでもがんばれるのは、この
職業に就いた何よりの特権だと思います。生徒も人
間で、私も人間です。生徒が成長するように、私も
成長しなければならないと実感しています。
私が教員になって痛感していることは、マニュア

ルが全くないということです。すべての状況に応じ
て対応するしかないのです。失敗もよくします。し
かし失敗を恐れていては何もできません。失敗を自
分の糧とする姿勢が教員に求められる姿勢だと思い
ます。生徒を思う気持ちや教授技術は、後でいくら
でも身に付きます。
最後に、教員を志願されているみなさんへ。この

職業は、体力も精神力も向上心も必要とします。責
任も重大で、大変な職業です。しかし、どの職業よ
りもやりがいがあります。生徒の笑顔で何事もがん
ばれる自信がある人、未来の教育現場に一石投じて
みたい人。教員採用試験はとても狭き門です。しか
し、今充実した大学生活を送り、教員への情熱を捨
てなければきっと自らの道は拓けてきます。今を大
切に過ごして下さい。健闘を祈ります。

東京都立赤羽商業高等学校教諭　茂木　里美

（平成11年　商学部商業学科卒業）

教

左が茂木先生

会
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いもので、教員になってか
ら4回目の3年担任をしています。
中学3年というと、進路の選択と
いう大きな問題に直面する大事な
時期です。私は、進路の話をする
ときに、「進路とは、自分の夢や将
来の目標を叶えるための通過点で
ある。つまり、ゴールではなく、
スタートである。」と話しています。
偏差値を廃止し、「行ける学校から
行きたい学校へ」という進路指導
に変わって、数年。将来の生き方
として自分の進路について考える
ように指導しています。
そして、これは教員採用試験に

もあてはまるのではないでしょう
か。教員採用試験が超難関といわ
れる現在、採用されることに精一
杯で、どういう教師になりたいの
か、教師になったら何をしたいの
かなんて考えている余裕がないの
は仕方のないことです。しかし、
最近の採用試験では、面接が重視
されます。また、1次試験の専門
教養でも指導方法について問う問
題が増えています。つまり、単純
に知識の豊富な人物ではなく、し
っかりビジョンを持った人間が採
用されているのです。したがって、
「自分はこういう教師になりたい。」
とか「自分だったらこう指導した
い。」という自分なりの理想の教師
像を描いておくことが大事です。
しかし、実際の現場を知らずに、

理想を並べてみても、それは、「机
上の空論」に過ぎません。現場の
状況や生徒の実態を十分理解した
上で議論をすることが大切です。
実際、私も2次の面接試験のとき
に、ある面接官から「君のいうこ
とは理想だが、現実はそうはいか
ないんだ。」と言われました。その
点、講師経験の豊富な人は有利だ
と言われます。私の場合は、現役
だったので当然講師経験は全くあ

りませんでした。
そこで、実習校と
のつながりを大切
にしました。幸い、
自分の場合は母校
だったので、実習
が終わってからも
何度も足を運びま
した。夏休みのプ
ール指導のアルバ
イトをしたり、部
活動（野球部）に
顔を出したり。研
究授業を見学させ
ていただいた時も
ありました。その
中で多くの生徒と
ふれあい、「生の声」を聞きました。
また、2次試験の前には、色々な
方からアドバイスをいただきまし
た。自分にとっては、教育実習が
終わってからの数ヶ月が、本当の
意味での実習だったような気がし
ます。
ところで、実習校の先生に教え

ていただいた言葉で、今でも忘れ
られない言葉があります。それは、
「四者吾入（ししゃごにゅう）」で
す。四者とは、学者、役者、医者、
易者の4つです。つまり、教師は
この4つの要素を兼ね備えていな
ければならないということです。
確かに、中学教師の仕事は多岐に
わたります。教科の授業にはじま
り、清掃指導、進路指導、学活指
導など。修学旅行では「添乗員」
になり、体育祭ではムカデ競争や
リレーの「コーチ」になり、合唱
コンクールでは「音楽評論家」に
なる。放課後は、女子バスケット
ボールの「コーチ」や「審判員」
にもなる。また、それぞれの場面
で生徒からも指導を期待されます。
授業だけでなく、いろいろな面で
指導力を持っている教師が尊ばれ

ます。
新学習指導要領では、「生きる力」
の育成が重要視されています。こ
れにともない教師の役割も大きく
変わろうとしています。コンピュ
ータが発達した現代、多くの知識
を獲得することよりも獲得した知
識をどのように活用していくかと
いうことが重要になってきます。
単に知識を伝達するだけでなく、
生徒の自主的な学習活動を支援す
ることが教師の大きな役割になっ
てきます。新しい学習活動の創造
や特色ある学校づくりが課題です。
したがって、単なる知識だけでな
く、自ら考え、行動することがで
きる創造力や行動力が大切になっ
てきます。マニュアル通り行動で
きる人物よりマニュアルをつくり
だす人物がこれからは大切なのだ
と思います。もっとも、これは教
員の世界だけではないと思います
が。そのためにも、学生時代に多
くの経験を積んでおくことが大切
ですね。

教員採用試験体験記（社会）
八王子市立別所中学校教諭　中山　哲雄（平成4年　法学部法律学科卒業）

早
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は国文学科卒業ですが、現
在は技術科の教員をしております
ので、多少経歴を書こうと思いま
す。平成二年に卒業し、練馬区の
公立中学の国語科の非常勤講師に
なりました。以後講師をしながら
採用試験にチャレンジしましたが、
採用が少なく、また勉強不足もあ
って一次試験すら通りませんでし
た。平成七年、一念発起して比較
的採用の多かった技術科の免許を
取得することを決め、千葉大学・
埼玉大学・筑波大学の科目等履修
生になり免許をとりました。講師
を続け、部活動のコーチをしなが
らだったので、かなり忙しかった
です。今思い返すと「絶対教員に
なる。」という執念で続けたように
思います。
採用試験の準備は、専門教養と教
職教養については、問題集と教科
書を中心に勉強しました。一般教
養は、対策の立てようがなかった
ので、毎日新聞を読む程度でした。
論文については、一次試験という
ことで受験者数が多く、自分の考
えをアピールし、採点者の印象に
残るような説得力のあるものにし
ないと合格は難しいと思います。
そのために、自分の教育観や問題
解決のための具体策まで盛り込ん
でいくべきだと思います。私もで

きる限り時間をかけました。書く
順序としては、第一に自分の経験
と教育観、第二に具体策を二つほ
ど、最後にまとめを書きました。
また、指示された字数いっぱいに
なるように努めました。書き出し
は、読み手の興味をひくように会
話文を使い、実際の現場の様子を
書くようにしました。私は数年間
の講師経験が生かせましたが、自
分の経験を書いても良いと思いま
す。次に問題解決のための具体策
ですが、必ず質問の解答にするよ
う心がけました。あいまいな答え
方では説得力がないからです。例
えば「個性を生かすために、どう
努力するか」という質問なら、「個
性を生かすために一人一人を理解
する努力をする。」と答えて、その
具体策として、「毎日一行日記を書
かせ、生徒一人一人と対話し、返
事を書き、特性を理解する。」とい
うように、とにかく具体的に書き
ました。最後のまとめでは、自分
一人で解決しようとせず、諸先輩
に相談し経験を聞き、謙虚にやっ
ていく姿勢が必要だということを
書きました。全体を通して注意し
たのは、教員になったらこうした
いと思うという希望的表現を使わ
ず、教員としてこう努力する、覚
悟である、所存である、など強い

意志が感じてもら
えるように書いた
ところです。
面接において

は、論文で考えた
自分の教育観を基
本にして質問に答
えました。この点
からも、論文に時
間をかけたのは良
かったと思いま
す。かなり突っ込
んだ質問があり、

即答できないものもありましたが、
そこは「今ここでは即答できませ
んが、教員になって諸先輩の経験
を聞いたり、研修会に参加するな
どして答えを探していきたいと思
います。」と正直に答えました。相
手はベテランですから、下手なそ
の場限りのごまかしはきかないと
思ったからです。
模擬授業は、大きな声で堂々と

話し、黒板には、生徒が発言した
ことを大きい字で書きました。実
際に生徒はいないので、発言した
かのように一人芝居をしました。
これから教員を目指す皆さん、

試験に合格しなければスタートラ
インには立てません。ですから、
ある程度の合格テクニックは覚え
ておいた方がいいと感じています。
私は、随分回り道をし、教科まで
変わってしまいましたが、後悔は
ありません。生徒が卒業するまで
苦労はたくさんありますが、卒業
式の日に苦労は報われます。生徒
たちの「先生と出会えて良かった。」
という一言がそれです。
小学生の時、「素晴らしい伸びを

見せています。」と通知表に書いて
ありました。それまで自分に自信
が持てなかった私を変えた一言で
す。その先生に出会わなければ、
今の自分はなかったと思います。
これが教員を目指したきっかけで
す。人の人生にこれほど鮮明な印
象を残し、一つの言葉が人間を変
えていく職業というものがあった
のかと感じたからです。
現在の教育現場では、意欲ある

先生が増えることを切に望んでい
ます。生徒と共に過ごす自分の姿
を思い浮かべて頑張って下さい。
現場で心よりお待ちしています。

教員採用試験体験記（技術・家庭科）
墨田区立本所中学校教諭　小室　賢一（平成2年　文学部国文学科卒業）

私
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が真剣に教員になりたいと
思うようになったのは、3年生が
終わる頃でした。私は商業高校を
卒業していたこともあり、大学へ
入学した当初の目標は税理士にな
りたいと思っていました。その自
分が教員になることを決心したの
は、3年の夏に税理士試験に失敗
したことからです。私は大学に入
学してから、税理士という目標に
向かって勉強をしていたのですが、
試験に失敗し、自分自身を振り返
ってみた時に、自分は税理士とい
う仕事ではなく、その名前に憧れ
ていたことに気づかされました。
その時に思い出したのが、サーク
ルで後輩に簿記の勉強を教えてい
た時の「教えることの難しさ、分
かってくれた時の嬉しさ」でした。
教師は子供の成長過程において大
きな影響をおよぼす仕事です。こ
れからどんどん難しくなっていく
職業ではあるけれど、それ以上に
子供から与えられる喜びや感動は、
他の職業にはないものだと思いま
す。
スタートから出遅れた私は、ま

ずなにからやればいいかと考えま
した。そこで商業の教員を目指す
のだから、なにか自分の武器が必
要だと思いました。私は簿記が得
意だったので、これしかないと思
い勉強しました。しかし4年生の
採用試験に間に合わせるためには、
3年生の11月にある検定に合格す
るしかありませんでした。それに
簿記検定１級になるとそんなに簡
単には合格できません。私も過去
に何度か挑戦しましたが、不合格
となった試験です。そんな時に役
に立ったのが、幸運にも税理士の
時の勉強でした。
その後は大学の後期試験もあっ

て、採用試験の勉強は試験が終わ
ってから始めました。そこでまず

何からしたかというと、受験する
県を選びました。その訳は県によ
って出題形式や科目が異なるため、
試験勉強の効率が悪くなると思っ
たからです。私は経験のため、で
きるだけ多くの県の採用試験を受
けようと思っていました。実際に
受験したのは地元の岡山県と新潟
県・石川県です。採用試験はブロ
ック別に日程が組まれているため、
4か所くらいは受験可能だと思い
ます。しかし地元は当然として、
なぜ新潟県と石川
県を選んだかとい
うと、新潟県は高
校の採用枠が多い
ということ、石川
県は1次・2次の
試験区分がなく、
最後まで試験を受
けさせてもらうこ
とができるという
理由からです。結
果は岡山県だけ合
格しましたが、石川県での面接経
験が岡山県の2次試験に大きく影
響しました。みなさんも学生とい
う自由な時間がある特権を生かし
て、多くの県を受験することをお
すすめします。
筆記試験の勉強は教職教養と専

門教科中心の勉強をしました。一
般教養は範囲が広いため、あまり
効果がないと思いほとんどしてい
ません。特に中学校や高校の教員
の場合は、専門教科の能力が重視
されるため、重点を絞った勉強を
したほうが効果があると思います。
専門教科の勉強は、高校の教科書
を購入し勉強しました。教職教養
は市販されている問題集を何冊か
繰り返し勉強しました。論文はい
くつか出題されそうな題について
練習しておくといいと思います。
そのときに受験する県の過去問の

文字数や時間を調べ、実際の試験
を想定してやると、より集中して
できるのではないでしようか。面
接に関してはあまり参考書に頼ら
ず、ありのままの自分を出せばい
いと思います。教師経験のない人
が分かったようなことを言っても、
説得力に欠けます。そんなことよ
り、自分は教師になりたいという
気持ちが最も大切だと思います。
うまく言えなくても、その気持ち
は試験官に通じています。

私もまだ教師になって半年しか
経っていません。最初は戸惑うこ
とも多いですが、教師にとって最
も大切なのは、生徒を思いやる気
持ちだと感じています。学校では
勉強を教えることも重要ですが、
それ以上に生徒の気持ちを理解し
てやることができる教師でなけれ
ばならないと思います。そのため
に学生時代に多くの経験をしてく
ださい。いつかその経験が役に立
つときがくると思います。採用試
験は大きな壁ではありますが、そ
の先にはいろんな生徒との出会い
や感動が待っています。私も皆さ
んが採用試験を突破されることを
心から祈っています。

教員採用試験体験記（商業）
倉敷市立児島第一高等学校　甲本　幸資（平成12年　商学部商業学科卒業）
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師になって何がしたかった
のか、どんな教師になりたかった
のか・・・。教員試験突破を目指
していたあの頃の思いを、常に心
に留めて生徒と接したいとは思っ
ているものの、忙しい毎日を送っ
ていると一日一日を消化すること
に精一杯で、自分が教師になろう
と思った理由さえ忘れてしまいそ
うになります。生徒と接し、何か
しらその生徒の輝きを見つけたい、
というのが私の教員になる最大の
目的だったにも関わらず、仕事に
追われ、生徒とのコミュニケーシ
ョンは二の次にしてしまっている
ような気がします。「理想」と「現
実」・・・どんな社会にもある言
葉ですが、今の私はその狭間で両
方向から押されながらも、自分の
進むべき道をどうにか切り開こう
としている状態です。

実を言うと、私は教員採用試験
直前まで一般企業への就職を希望
していました。もちろん、教職課
程をとっていたわけですから教師
になりたいという夢もなかったわ
けではありません。“教師”は、子
供の頃から常に、いくつかある夢
の中の一つでした。しかし、英語

が好きになるにつれ、英語を最大
限に生かせ、国際色豊かな職場で
働きたいと考えるようになったの
です。
しかし、ある時を境に一般企業

のための就職活動を一切やめてし
まいました。教育実習がその転機
でした。実習直後に入っていた憧
れの企業の試験にさえ行こうとは
思いませんでした。教師という仕
事に触れ、その仕事の深さに、今
までにない感銘をうけたのです。
思春期の子供に何かしらの影響を
与え、その子の成長に携わること
ができる。そんな、計り知れない
この仕事の魅力に触れてしまった
のです。そしてその、聖職とも思
えた職業が私の進むべき道だと自
負したのです。「私にはこの仕事以
外考えられない。私が教師になら
なくて、誰がなる！これこそ天職

だ。」と思って
いた程でした。
（今考えるとそ
の自負心が恐
ろしいのです
が・・・）そ
う決断したの
は教員採用試
験2週間前でし
た。
教員採用試

験のための勉
強を本格的に
始めたのはそ
れからです。
絶対教師にな

る！と決意したものの、時間が余
りになさすぎました。栃木県教員
採用試験の一次試験は、一般教
養・教職教養・専門教科・作文・
グループ面接です。一般教養に関
しては、一般企業を目指していた
頃にある程度取り組んでいたので
時間をかけるのはやめました。専

門教科（英語）に関しても、自分
が好きで興味のあったものなので、
大学の授業やTOIEC対策に普段か
ら力を入れていたため、特別な問
題集等をする事はありませんでし
た。私は限られたわずかな時間を
教職教養・作文・面接のために費
やしました。特に、作文・面接対
策に力を入れたのです。どのよう
なことをしたかというと、理想の
教師像・教師になる目的・教師に
何ができるかなど、自分の教師に
対する考えをひたすらノートにま
とめたのです。これは作文・面接
にとても役に立ったと思っていま
す。ノートに書き出すことにより、
自分が教師を目指している理由が
明確になってきました。目指す教
師像、教師への熱意がゆるぎない
ものになったのです。
まだまだ教師の事など何も分か

っていない私ですが、現在教師を
目指している方々に一つだけアド
バイスをさせていただけるなら、
まだ時間に余裕のある学生時代に
様々な経験を積むことをお勧めし
たいと思います。当たり前ですが、
教師になって初めて教師の気持ち
を理解しました。逆に、教師にな
った私には分からない、他の職業
の方の気持ちがあります。教師に
は分からない生徒の気持ちがあり
ます。英語好きの私には分からな
い、英語嫌いな生徒の気持ちがあ
ります。他人の気持ちなど、そう
簡単に分かるものではありません。
しかし多くの立場を経験する事に
より、多くの立場・多くの人の気
持ちを理解できる（しようとする）
手段を得られるはずです。
経験豊富な教師を目指しています。
まだまだ経験足らずです。

教員採用試験体験記（英語）
今市市立落合中学校教諭　黒本　千恵子（平成11年　文学部英米文学科卒業）

教

中央が黒本先生
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は、教育実習を母校である
神奈川県立松陽高校で実施させて
いただきました。実習前に先生方
より「今の高校生は小島さんが高
校生だった頃とはちょっと違って
きてる」と言われていたので、か
なり身構えて実習にのぞみました。
確かに見た目など変わっていまし
たが、実際に話をしてみると、高
校生らしく素直でとっても安心し
ました。また私が担当したＨＲク
ラスはとてもまとまりのあるクラ
スで、とても協力的だったので実
習はとても楽しく、やりやすかっ
たです。
しかし授業の予習、復習は予想

をはるかに超えて大変でした。私
を担当してくださった先生はとて
も良心的な方で、とても早くから
実習範囲を決めてくださいました。
そして「教育実習中はとても忙し
く予習している時間がないから、
早くから大まかに予習をした方が
良い。」とアドバイスをしていただ
きました。だから私は、6月5日か
らの実習の為に4月頃から予習を
して、何度も実習校に赴き、先生
と打ち合わせや模擬授業をしてい
ました。それにもかかわらず、実
習中は予習・復習に費やす時間が
少なく、睡眠時間を削って勉強す
るような状態でした。だから、も
しも担当の先生からのアドバイス
がなければ実習はどうなっていた
のかわかりません。教育実習にお
いて正直な話、「担当の先生との相
性も大切だな。」と思いました。担
当の先生がどこまでの教育実習を
求めているか、実習生がどのよう
な授業をしたいかという事のギャ
ップが小さければ良い教育実習が
できると思います。私は担当の先
生とたくさん打ち合わせをしてそ
のギャップを埋めました。その打
ち合わせの中で、担当の先生が実

習生に求めている事を考え、自分
がどんな授業をしたいのかをしっ
かり伝えるようにしました。その
為、授業の中でいろいろな形式を
試す事ができ、授業を少しずつ変
えていくことができました。その
結果生徒から「先生、この前の授
業よりも今日の授業の方がいい
ね。」と言われることもあり、とて
もうれしかったです。
こうした成長を最後に披露する

研究授業ではとても緊張しました。
前日の予習も手につかず、緊張の
最高潮でした。そんな時、高3の
担任の先生から「自分らしい授業
をすればいい！うまくやろうなん
て思うな！」と励ましの電話をい
ただき、心が軽くなり予習にも力
がはいりました。その為、研究授
業は満足できる授業ができ、校長
先生などにお褒めの言葉をいただ
きました。この研究授業の様子は
部活の顧問の先生がビデオでとっ
てくださったので、私が2週間が
んばった成果が記録に残ってとて
もうれしかったです。
教育実習の2週間は本当に大変

です。しかし今までの人生で味わ
った事のないような満足感を得る
ことができます。そして自分自身
を見つめ直し、成長するきっかけ
となると思います。実際に、私は
就職希望でしたが実習に行きまし
た。実習期間中に受けたい会社を
数社のがしてしまいましたが、後
悔はしていません。逆に教育実習
を武器に現在は就職活動をしてい
ます。それだけの価値が教育実習
にはあると思います。これから教
育実習に行く後輩の方へのアドバ
イスが3つあります。1、母校の先
生等とは卒業後も交流しておく事。
2、実習前に予習はできるとこま
でしておく事。3、担当の先生と
の打ち合わせは大切にする事。こ
の3つが私が良い教育実習を行な
えた要因だと思います。もちろん
生徒と仲良くすることも必要です
が、生徒は教育実習生が来る事を
とても楽しみにしています。身構
えないでいれば生徒とは自然と仲
良くなれます。これから教育実習
に行く方はいろいろ心配せず、自
分らしくがんばってきてください。

教育実習生から（地理歴史）
実習校：神奈川県立松陽高等学校　文学部人文学科4年　小島　理恵
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育実習期間中は大学生では
ない。教師なのである。このこと
は何を意味するかお分かりだろう
か。厳しいことを述べるが、学生
としての甘えは一切通用しないの
である。しかし、努力をすればそ
の報いは必ず感動として表れ、そ
して教育実習を行った後の人生を
豊かにすることは間違いないと私
は思う。
私が実習を行ったのは、私の母

校東京都立成瀬高等学校だ。男女
共学で進学校と評されながらも自
由な校風であるため、実習生にと
って、知的な生徒もいてかつ縛ら
れることもないのでとてもやりや
すい高校だと思う。この高校で私
は2学年3クラスに対して世界史を
12時間担当した。
一見何も問題がなさそうだが、

大きな落とし穴があった。それは
担当教諭との相性が悪かったこと
である。担当教諭との相性は運と
よく言われるが、私は運が悪かっ
たのであろうか。たとえば、私は
すぐにでも教壇に立ちたかったの
だが、担当教諭の意向で実習生の
中では一番遅かった第2週目から
の教壇デビューとなった。他には
第1週目の間に、授業範囲の変更
を言われ、「じゃ来週からよろしく。
場所は少し進んで教科書の28ペー
ジの3行目からお願いするよ。」と
細かな指示を受けて、スムーズな
授業計画が立てにくくなった。し
かし他の実習生に聞いてみると、
担当教諭が気を使ってくれて、実
習生が計画を立てやすいよう単元
のはじめから任されるのが普通な
ようであった。私はこの細かな指
示に対応できず、復習と称して単
元の最初から授業をなかば強引に
行った。そして授業終了後、「復習
ばっかでなかなか進んでないね。」
と一言、アドバイス（？）を受け、

その授業に対す
る反省を終えた
のであった。こ
のようなわけで、
担当教諭とは実
習中は形式的な
やりとりがほと
んどであった。
その代わり、他
の先生方とは担
当教諭の目につ
か な い よ う に
（担当教諭は自分
の机にいつも座っている人だった
ので、たやすいことであった。）で
きるだけコミュニケーションを取
るよう心がけた。特にもう1人の
世界史の先生は私の状況を理解し
てくださり、自分にも担当実習生
がいて忙しいのにもかかわらず、
私の相談に乗ってくださり、いろ
いろアドバイスをしていただき、
とても助かった。
実習期間のもう1つのポイント、

生徒との関係はどうだったかと言
うと、最初は打ち解けることがで
きなかったが、私が生徒に歩み寄
る努力をし続けると、生徒の方も
それを感じ取ってくれたらしく次
第にコミュニケーションを取るよ
うになった。最初はやはり定番で
ある掃除を一緒に行ったり、放課
後なるべく実習生の待機室にとど
まる事をせず、校内をウロウロし
てみた。この時に大事な事は『生
徒は我々が考えているよりも、は
るかに敏感であり純粋である』と
いう事である。このことを忘れず
に生徒と接していれば、そのうち
生徒の方が我々の気持ちに気づい
てくれることは間違いない。生徒
との良い関係は授業にもつながっ
てくるので、はずかしがらず積極
的に我々の方から声をかけるべき
である。

最後に実習期間の中で、高校で
は最も重要となる授業運営につい
て述べよう。私は授業を行う際に
3つのポイントを忘れずにいた。
そのため、手前みそで恐縮なのだ
が、酷評もなくスムーズに授業が
行えた。私が考える3つのポイン
トとは、知識・技術・情熱の重要
性である。
知識は、いかに教材研究をする

かによって決まる。教えようとす
る知識の数倍は身につけておかな
いと、深みのある授業はできない。
技術とは知識をいかに上手に伝え
るかである。これは実践経験を積
むしかない。私は誰もいない教室
で板書練習を含む模擬授業を行っ
た。この時暇な実習生などに見て
もらい評価してもらうと良いだろ
う。（私は暇な人を見つけられず、
1人あやしく行っていた。）そして
情熱なくしては、生徒の好奇心は
引きつけられない。
こうして2週間の実習期間を無

事に終え、教師を目指す者として、
人間として成長することができた。
教育界は他の世界と比べこれから
より厳しくなってゆくだろう。し
かしその代わりに得るものも大き
い。精一杯努力をし、実りある実
習生になるようみなさんにもがん
ばってもらいたい。

教育実習生から（地理歴史）
実習校：東京都立成瀬高等学校　経済学部国際経済学科4年　五十嵐　卓司

教

中央が五十嵐さん

22

中央が小島さん
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は六月の二週間、教育実習
生として母校の高校で色々な事を
学んできました。
実習の一週間程前にオリエンテ

ーションがあり、その日に担当教
科と単元、担当教諭の発表があり
ました。私の担当は二年生の古典
で、受け持つクラスは全部で5ク
ラスでした。このうちの1クラス
は担当クラスとしてHRをすること
になっていたので、そのクラスの
名簿と写真をもらい、覚えるよう
にしました。実習が始まってしま
うと、教材研究や日誌の記入など
色々なことに時間を使ってしまう
ので、生徒の名前を覚えるなどの
準備はできるだけ時間のあるうち
にしておくといいと思います。HR
の時など名前を呼んで顔を見るこ
とで生徒も良い反応をしてくれる
し、自分自身の自信にもつながり
ました。
授業に関しては、初めの何日か

は授業を参観してから教壇実習を
するのが普通だと思っていました
が、私は実習の初日から教壇に立
つことになりました。初日は指導
案をもとに進めたつもりだったの
ですが、板書の仕方や話す順序、
発問の仕方などに戸惑い、一方的
な説明になってしまいました。こ
れを改善すべく、それまでに作っ
ていた大まかな指導案を授業をす
る度、毎日のように作り直してい
きました。また、授業の後に先生
にアドバイスをしていただいたり、
他の先生の授業を参観させていた
だいたりすることが、実習をする
上でとても大きなヒントになりま
した。先生のアドバイスや参観さ
せていただく時間はとても大切な
ので、できる限り積極的にとるよ
うにするといいと思います。私が
先生のアドバイスでとても反省し
たことは、「古典の授業は、生徒と

古典の世界を近づけてあげること
だ」と聞いて、それまでの自分の
教え方は自己満足だったと気付い
たことでした。その後、参観をい
くつもしていくことで、生徒に興
味を持たせるには、生徒自身と古
典の世界との共通点がとても大切
だと気付きました。また、そのた
めには、私自身がその作者や作品、
当時の生活や文化に興味を持つこ
とが、授業中の話題を広げ、生徒
に現代の文化などと比較させ考え
させる要素になってくるとわかり
ました。教える時に、自分が関心
を持ったことは楽しんで教えられ
ると思います。そうして教える側
が自信を持って授業の環境を作る
と、生徒も安心してその中に入り
込んで想像を広げてくれると思い
ます。生徒に色々な発問をして、
答えさせることは、授業として当
たり前のことのように思うかもし
れませんが、このように生徒に想
像させてキャッチボールを図るこ
とはなかなか難しいことです。し
かし、その分それが上手くいくと
とても楽しいし、生徒を古典に近
づける切っ掛けになると思うので、
指導案を作成する時には、話題や
発問をたくさん用意して進めるこ
とをお勧めします。
また、教材研

究の他にも難し
いことがありま
した。それはク
ラス運営です。
HRでは生徒の
立場の時には考
えなかったこと
も鋭くチェック
しなくてはいけ
ません。生徒の
服装、遅刻状況、
提出物の状況、
態度、そして体

調にも気を配ることが必要です。
また、生徒に前を向かせて話を聞
かせることも大切です。初めのHR
で英検の申込書を配り、終礼で回
収したのですが、正確に記入した
生徒がゼロに等しかったことに愕
然とし反省しました。生徒への指
示の出し方や注意の仕方など、練
習もなくアドリブ状態での実習に
なるので実習生としての力量が見
られるところだと思います。短い
時間に色々な面に注意を払うこと
は本当に難しく、二週間HRをしま
したが、私は全てに気を配ること
はできませんでした。
実習中、反省することは毎日の

ようにありました。しかし、それ
を乗り切れたのは、前向きに、楽
しんで実習をしようと心掛けてい
たからだと思います。そして何よ
りそうしていることに、生徒が応
えてくれて、応援してくれたから
です。実習の間に生徒と積極的に
接することはとても大切だと思い
ます。
クラス生徒のみんなが私を覚え

てくれるように、私もクラスの一
人一人を覚えて接することができ
たことを今でも嬉しく思います。

教育実習生から（国語）
実習校：東京都私立専修大学附属高等学校　文学部国文学科4年　日置　真理子

私
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っ、お前が先生になるの。」
私のことを良く知らない友人、知
人たちは、口裏を合わせたかのよ
うに、この台詞を吐く。事実、私
は聖職者と呼ばれる神のごとき教
師にはほど遠い人間と言われても
仕方が無い。
しかし、私には二つの自負があ

る。一つは、気合である。私は今
まで気合だけで世の中を渡ってい
けると信じて生きてきた。二つ目
は、誰よりも学園ドラマを見てい
ることだ。「熱中時代」、「スクール
ウォーズ」、「3年Ｂ組金八先生」
の話をすれば、48時間は喋り続け
られるドラマオタクなのだ。私は
現代において化石のような存在に
なった熱血教師を目指しているの
だ。
こんなに暑苦しい私にも当然、

教育実習の日はやって来る。初日
から授業を行って欲しいと言われ
ていたので、前日は、夜中の3時
過ぎまで予習、多少寝不足気味で
はあるが、気合全開で母校へと向
かった。
1時間目から早速授業を行うこ

とになっており、指導教諭と打ち
合わせをしていたところ、先週ま
で中間テストのため、今日はテス
トの返却だけで通常通りの授業は
しないと言われた。唖然としてい
た私に、指導教諭は「まあ今日は、
俺の下手な授業でも見てくれよ。」
と声をかけてくれた。そんな、下
手なんて滅相もないと心の中で思
っていたのだが、言葉に出たのは、
「はい。」という非常に歯切れの良
い返事だった。実習では、1年生
を2クラス教えた。初日の自己紹
介は、かなり気合の入った私だけ
にやはり空回り。途中何を言って
いるのか分からなくなり、お粗末
なものであった。在学中は気付き
もしなかったのだが、皆やる気の

ある先生方で、生徒を第一に考え
て授業や学級運営をされているの
をひしひしと感じた。指導教諭は、
決しておごらず私の授業方針や考
え方などに関して一切口を挟まず
自由にやってみろという先生であ
った。
実習中に最も心がけたのは，絶

対に生徒を先入観を持った目で見
ないということであった。ちょう
どその頃、十代の少年による凶悪
な事件が多発していた。しかし、
現代における十代の若者、特に、
高校生全員が果たしてマスコミの
言うように、皆キレやすく直ぐに
手を出すのであろうかという疑問
が、常に頭の中にあったので、彼
らをキレやすい十代と見るのは止
めようと思ったのだ。
初日の空回りを反省し、二日目

以降は、たっぷりと睡眠をとり、
メリハリ、抑揚のある授業を心が
けた。私は、延べ14日間教壇に立
って授業をしたので、生徒たちと
接触する機会も多く、とても仲良
くなることができた。私の気合と

熱いハートが伝わったのかと思っ
ていたら、最後の授業の感想文で、
ある生徒に「合わせていくのが疲
れた。」と書かれ、少し落ち込んだ。
私が実習を行った中で得たもの

は、たった一つ。それは、今の子
どもも私が高校生だった頃と何ら
変わりがないということである。
彼ら自身は、それほど変わってい
ないのだ。では、何が変わって荒
れる十代と言われているのであろ
うか。私は、むしろ彼らを取り巻
く大人たちの責任だと思う。大人
が変わらなければ、子どもは変わ
ることはないのだ。実習校に生徒
たちは、多少悪ぶっている者もい
ないことはないが、総じて素直で
すばらしい生徒たちであった。彼
らから見れば私も大人なのであろ
うが、立派な大人とは言えないし、
そんな者になれはしないとも思う。
でも、キレやすい子どもをつくる
ような大人にだけはなりたくない
し、ならないようにしようと思っ
た。

教育実習生から（公民）
実習校：神奈川県私立武相高等学校　法学部法律学科4年　天野　理

「え

中央が日置さん
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は、神奈川県にある横浜高校で

教育実習を行いました。横浜高校は普

通高校なので、商業科の授業はないの

かと思いましたが選択科目の一つとし

て簿記と国際経済の授業がありまし

た。

野球など、スポーツが盛んなだけで

なく、勉学にも力を入れている学校の

せいか、「あいさつ」が出来ていたこ

とに驚きました。礼儀正しく出来てい

るからこそ、スポーツや勉強もできる

のだと感じました。

私は、教育実習に行く前はすごく大

変だというイメージを持っていまし

た。しかし、具体的にどんなところが

大変なのかまったくわかりませんでし

た。実習を通じ実感したことは、時間

が足りないことでした。家に帰ってく

ると、その日の日誌や次の日の学習指

導案をつくるのに精一杯でした。実習

に行った先輩から教材研究をたくさん

しておくようにとアドバイスをもらっ

ていたので、前もって教材研究をたく

さんしていましたが、それでも足りま

せんでした。結局一日の睡眠時間は3

時間になりましたが、2週間ずっと緊

張していたので疲れを感じませんでし

た。

今までは、教育を受けるという立場

にいましたが、実習期間は「教える」

という立場に立ちます。参観授業も、

授業をうけ教えていますが「教える」

という立場に立って参観授業するの

で、今まで受けていた先生方の授業が

まったく違って見えました。

教育実習にあたり、私は「学校とい

う教育現場を通して、教育というもの

のあり方を考えたい」という目標をた

てました。現在の教育は、大学受験の

勉強さえすればいいという風潮があり

ます。しかし、大学受験にまったくと

いっていいほど関係のない簿記や国際

経済の授業をやらなくてよいかといっ

たら、そうではありません。これらの

授業は今すぐには役に立たないかもし

れませんが、社会人

になった時、経済の

知織は必ず必要にな

りますし、実際私は

高校で経済の勉強を

しなかったばかりに

今苦労しています。

そこで、大学受験の

勉強が全てではな

く、すべての科目・

活動が生徒のこれか

らの人生に役に立つ

のだと感じました。

大学というものは人生のゴールではな

いはずです。生徒の今を考えるのはも

ちろんですが、将来を考えることがも

っと大事であると思います。教師の仕

事は、生徒が持っている資質を引き上

げることだと思います。

そう考えると、教師というものは総

合的な能力を兼ね備えている事が求め

られているのだと思います。教師が豊

富な経験を持っていれば、生徒にもそ

の経験を話してあげることができま

す。しかし、教師の100もっている知

識が、生徒にはどれくらい伝わるでし

ょうか？10も伝わらないと思います。

私はまだまだ経験が浅いと思いますの

で、これからもいろんなものを実際に

見て、さわって感じる事で経験を豊か

にしたいと考えています。

私のホームルームクラスは1年生で

した。教壇実習をしていたクラスは、

2年、3年生だったので、ホームルー

ムのクラスの生徒とコミュニケーショ

ンをとることがあまりできず、仲良く

なれなかったのではないかと思いま

す。もっと生徒とふれあって、コミュ

ニケーションをとって生徒のことを理

解できれば良かったと後悔していま

す。生徒とふれあうこと、それは、学

校でしかできないことではないでしょ

うか。もう一度実習ができるとすれば、

お昼休みにお弁当をもって教室にい

き、生徒とコミュニケーションがとれ

るようにしたいと思います。

教壇実習をするにあたって、教科書

を覚えるほど読んだり、ノートをまと

めておいたりすることで、読み間違い

や書き間違いをなくせると思います。

そうすることにより、時間を有効に使

うことができます。授業中は、生徒の

ときは長く感じましたが、実際に教壇

に立ち授業を行うとなると、時間はす

ごく短く感じます。時間内によい授業

を行うには、事前の準備をしっかりや

っておかないといけません。十分な準

備は余裕をうみ、生徒一人一人まで目

が行き届くことになると思います。

私は、本当に横浜高校を卒業し、な

おかつ母校で教育実習をさせて頂き、

うれしく思いました。睡眠時間も本当

に少なかったのですが、充実した2週

間を過ごすことができました。そして

なによりも、貴重な体験をさせてもら

ったと思います。実習で得たものは知

識ばかりでなく、人を思いやる心や苦

楽をともにしてきた仲間などです。こ

れからも常に勉強し、さまざまなこと

を体験することによって、今後の人生

に役立てて生きたいと思います。実習

期間の2週間は厳しいと思うかもしれ

ませんが、精一杯がんばることによっ

て、一生のいい経験や想い出がつくれ

ると思いますので、ぜひ後輩の皆さん

もがんばってください。

教育実習生から（商業）
実習校：神奈川県私立横浜高等学校　経営学部経営学科4年　小杉　義志

私

001

教
職
課
程
�

資格課程年報『パッソ ア パッソ』�No.2/1125

が実習をしたのは、東京都
立昭和高等学校で、教科は英語で、
担当は2年生でした。これを読ん
でいる皆さんの中には、来年教育
実習を控え、色々と不安を抱えて
いる方もいることでしょう。でも、
初めから上手くできる人はいない
ことを覚えておいて下さい。
事前の打ち合わせでは、指導の

先生から教科書や、クラス写真と
名簿を渡されましたが、まずなに
から始めたらいいのかと迷いまし
た。教科書の単語や熟語を調べて
はありましたが、自分の予習の仕
方がいかに甘かったかを、後で思

い知らされました。どういう手順
で説明するか、板書はどのように
するのかなど、細かい所まできち
んと決めておかないと、授業中あ
たふたしてしまいます。50分は本
当にあっという間です。時間配分
と手順が大きなカギを握ります。
私はなかなか、授業がスムーズ

にできませんでした。音読を最後
に持ってきたのですが、いつもそ
の前にチャイムが鳴ってしまうの
です。指導教諭の先生と毎回反省

をして、どうしたらテンポよく授
業が進むかを検討し、説明の仕方
ひとつひとつまで決めていきまし
た。授業の前に何度も手順を復習
したり、家で時計を見ながら実際
に説明をしてみたりもしました。
時間がかかるところが把握できる
ようになって、授業の手際が少し
ずつよくなりました。声も大きく
なってきて、メリハリがつくよう
になったと先生に言われました。
指導教諭の先生には本当に感謝し
ています。
失敗は、たくさんありました。

小テストの間に職員室に配布物を
取りに行ってしまっ
たり、アメリカの地
図を書き間違えた
り。いつも学校の中
をバタバタと駆け回
っている感じでし
た。失敗して悔しい
思いをした後は、次
は必ず上手くやるぞ
と心に思いました。
HR担当のクラス

の授業は2週目から
だったので、その前
に名前を覚えよう
と、放課後の掃除を
一緒にやるなどしま
した。自己紹介カー
ドにクラブなども書

いてもらって、名前を覚えて声を
かけると、生徒はとても嬉しそう
でした。授業が始まるころには、
名前と顔も一致し、落ち着いて授
業ができました。
放課後は、授業の予習や実習日

誌をつけたりと忙しいですが、ク
ラブ活動にも顔を出してみるとよ
いでしょう。授業中には見れない
生徒の一面を見ることが出来て大
変面白いです。私は、少しずつ
色々なクラブを見学して回り、そ

こでクラスの生徒と話したりもし
ました。生徒の方から「先生！」
と声をかけられるようにもなりま
した。
授業を繰り返して、生徒と接し

ていくうちに、最初は不安と緊張
だらけだった私の中に、だんだん
と先生という自覚が生まれてきま
した。また、教えるということが、
こんなに大変なことだったのかと
改めて知りました。自分が生徒だ
った時には、考えも及ばないこと
でした。
実習の最後には、ぜひ感想を書

いてもらって下さい。ある生徒は
授業の感想に、「先生が一生懸命だ
から僕も頑張ろうと思った」と書
いてくれました。自分の姿勢は生
徒に伝わるのだと知り、とても嬉
しかったです。今でも時々読み返
して、実習のことを思い出すと、
背筋がピンと伸びるような気持ち
になり、頑張ろうと思えてきます。
先日、久しぶりに教育実習校へ

行ってきました。担当したクラス
の生徒に「先生」と声をかけられ、
「自分はこの子達にとって、ずっと
先生なんだな」と思いました。教
育実習は、たった2週間ですが、
あんなに充実した、密度の濃い
日々は、人生の中でそう何度もな
いでしょう。
冒頭にも書きましたが、最初か

ら上手くやろうとせずに、勉強を
させてもらう気持ちで、失敗を恐
れず、とにかく全力でぶつかって
みて下さい。教育実習が出来るこ
とは、とても素晴らしいことです。
一生懸命やってみると、上手くい
ったこともそうでないことも含め
て、自分の糧になることと思いま
す。教師という仕事の、良さも大
変さも知ることができるよい機会
になることを願っています。

教育実習生から（英語）
実習校：東京都立昭和高等学校　文学部英米文学科4年　瀬尾　景子

私

右が瀬尾さん

教育実習生たちと（前列1番左が小杉さん）
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変らず日本図書館協会町村図書館

活動推進委員会の委員として、町や村に

公共図書館を設置するための活動をして

いる。その一環として、9月に福島県で

「町村図書館づくりセミナー」を開催し

た。私は昨年の群馬県のセミナーに続く

2度目の参加であるが、このセミナー自

体は10年ほど前から、委員会の主要なイ

ベントとして開催されている。図書館と

いう館をつくるのは、そこに莫大な資金

（住民の税金）が投じられるのであるか

ら大変な作業である。単なる「ハコモノ」

ではないホンモノの図書館をつくってほ

しい、そのためには実際に図書館づくり

に関わる行政の担当者の方々に図書館の

ことを十分理解してもらいたい、という

目的でこのセミナーは始まり現在に至っ

ている。今回は50名弱の参加者が、福島

県伊達町立図書館に集合した。地元であ

る福島県内はもとより、岩手、宮城、新

潟、岐阜、奈良、そして沖縄からとバラ

エティに富むメンバーであった。さらに、

参加者の職名は、「公民館副参事」「公民

館館長補佐」「教育委員会主任」「教育委

員会社会教育係長」「教育長」「助役」

「企画開発課長」等々、こちらも多彩で

ある。

セミナーは二日間にわたり、初日は講

義と図書館見学、二日目は3つの分科会

に分かれて研究討議を行った。プログラ

ムは次の通りである。

＜第1日目＞

①講義

「公共図書館とは」

「図書館建築計画の進め方」

「国や県の補助金」

「資格をもつ館長と職員」

「資料の収集から整理」

「条例・規則等」

「図書館の成長」

②図書館見学

伊達町立図書館の概要説明と見学

＜第2日目＞

③研究討議

分科会テーマ

A：図書館を設置するまで

B：図書館運営

C：図書館建築

講義や研究討議の内容は、まるで司書

課程の凝縮版とも言える。ただし聞き手

は、行政については経験豊かなベテラン

でも、図書館についてあまり知らない

方々である。「図書館のことを担当する

よう、突然言われまして…」などと自己

紹介する人も多かった。各講師は、ごく

基本的な図書館の考え方や理念と、具体

的・実践的な事項とを短時間で要領よく

解説することが求められる。今回の講師

陣は、現職の町立図書館長、図書館振興

に携わる県立図書館職員、多くの図書館

建築を手がけた建築士、そして私である。

私は「公共図書館とは」の講義を担当し、

○図書館の役割は住民の要求にもとづく

資料・情報提供が主体であるが、逆に

人々の新たな知的要求を引き出すこと

もでき、その点で生涯学習の原点、

「まちづくり」の基調として位置づけ

ることができること

○あくまで図書館の開館は“始まり”で

あって“ゴール”ではないこと

の2点をポイントとした話をした。私自

身の講義の出来はともかくとして、特に

打ち合せをしたわけではないのに、“開

館がゴールではない”ことを各講師が強

調したのは印象的であった。私はそれを、

図書館の“次の一手”と表現し、「資料

の収集から整理」の講師は図書館職員の

仕事を“選書にはじまり選書に終わる”

と表現し、建築や施設について担当した

講師は開館後の“作り込み”（書架や壁

面に色々な工夫を凝らしていくこと）の

必要性を話した。「図書館の成長」を担

当した講師が、資料費の確保や職員研修

の必要性という観点からこのことを触れ

たのは言うまでもない。「良い図書館を

つくって欲しい」の他に、「良い図書館

であり続けてほしい」というセミナーの

“願い”を、主催者側に席を置きながら

もあらためて実感した次第である。同時

にそれは、現在の図書館に対する警鐘と

も言えないことはない。参加者の方から

は、“今までは資金繰りばかり考えてい

たが、今回のセミナーで「図書館は人だ」

ということがよくわかりました。”とい

う感想を頂載した。何よりの成果である。

研究討議では参加者は3つのテーマの

もとに分かれ、各自の地域の現状や問題

点などを話し合った。「A：図書館を設置

するまで」の分科会では、隣接する二つ

の自治体が共同で設置する構想、学校図

書館を開放する形で設置を図る構想、駅

前活性化事業との関連で設置構想が急浮

上した状況など、様々な事例が紹介され

た。ここでは前日とは逆に、私が各地域

の様々な状況を教えていただき大変勉強

になった。

帰りの車中で広々とした田畑の広がる

風景を見ながら、私にとってこうした活

動は畑を耕す作業と同じだなと思い至っ

た。日常の司書課程の授業において、私

は芽が出たばかりの図書館職員の苗を育

てている。その育てた苗が立派に成長し

て花と実をつけるためには、十分に肥え

た土壌（現場）が必要である。痩せた畑

では、苗は十分に育たない。少しでも質

の高い苗が育つように奮闘することと、

その苗がさらに成長するべく土壌をせっ

せと耕すことは、どちらも今の私にはと

ても大切な仕事だと思うのである。一人

でも多くの本学司書課程受講修了者が、

現場で大輪の花を咲かせ続けられますよ

うに…

「町村立図書館づくりセミナー」報告
経営学部　講師　荻原　幸子

相

日本図書館協会町村図書館活動推進委員会

が作成した小冊子

「つくりませんか図書館を…2000」の表紙

在、私たちの日常は情報化
社会を迎え、何事もめまぐるしい
スピードで変化が訪れています。
もちろん「医学」というジャンル
も例外ではありません。日々、新
たな症例や治療法が発見され、世
界中に向けて発信されています。
更にそれらをまとめて共通点・相
違点を見極め、より効果的な治療
を行おうという流れが世界的規模
で進んでいます。そして医学図書
館はその情報流通の窓口になるべ
く、日々奮闘しています。数ある
図書館の種類の中で、最も情報流
通の速さが問われるのが医学図書
館です。
このように書くと他の図書館、

特に身近な公共図書館などに比べ、
随分趣を異にする感を持たれるか
もしれませんが、図書館の基本的
使命である「求められる情報を利
用者に提供する」という一点にお
いて医学図書館は他の図書館と何
ら変わることはありません。医学
図書館で仕事をするようになって
一年半が経ち、専門用語や情報検
索ソフトの扱いにも慣れてきたこ
の頃、ようやく実感として感じら
れるようになってきました。
私は東京医科大学図書館本館で

雑誌係として日々の仕事を行って
います。実際、雑誌係の日常業務
はどの様なものかと言いますと、
まず受入業務。大体一日に和洋併
せて三十冊の雑誌が届きます。休
み明けで多いときには百冊を越え
ますがそうなると、雑誌データを
入力するだけでほぼ一日が終わっ
てしまいます。次に製本業務。バ
ラの雑誌をボリュームごとに纏め
て製本することにより、資料の紛
失や劣化を防ぐことが目的です。
製本自体は業者に発注するのです
が、そのための準備全般や製本さ
れて戻ってきたものの登録・排下

を行います。他には欠号や未着、
廃刊など自館で受入れている雑誌
の動向を細かくチェックするし、
利用者に提供できるようにするの
が雑誌係の主な仕事です。
そして最近新たに加わったのが

「オンラインジャーナル」の登録作
業。現在、多くの出版社が雑誌の
内容全てをオンライン上で公開し
ており、パスワードなどを入力し
てアクセスすればどこからでも閲
覧が可能となっています。そして
今はまだ、雑誌を購入すればオン
ラインへのアクセスが可能という
ものが半数以上ですが、中には冊
子の印刷を廃止しオンラインジャ
ーナルのみに雑誌の形式を完全移
行したものや、冊子とオンライン
を別売りにしてどちらでも選べる
ようになっているものも出てくる
ようになりました。なんといって
も「オンラインジャーナル」の魅
力は、登録さえ済ませればどの端
末からでもアクセスできる便利さ
ともうひとつ、スピードです。現
在、洋雑誌が日本に届くまでには
船便を利用するため発行から早く
ても一ヶ月はかかってしまいます。
そして米国国立医学図書館がネッ
ト上で運営している医学文献検索
サイト「Pub-Med」はほぼ毎日更
新され、広く医
学情報を提供し
ています。その
結果、先生が図
書館に来ても資
料が未着で、す
ぐに提供できな
いということが
最近増えてきて
います。こうい
った際に「オン
ラインジャーナ
ル」を利用すれ
ば図書館に足を

運ぶことなく一気に解決できるわ
けです。これは医学に限ったこと
ではなく、今後の出版流通システ
ムを占う大きな分岐点となるでし
ょう。曰く「紙」という媒体を通
した「情報伝達」がなくなるのか、
なくならないのか。少なくとも学
術情報分野では、図書館に来なく
ても資料を入手できる時代がすぐ
そこまできているのかもしれませ
ん。そうなったとき、「図書館」は
どうなるのか。そういったスリル
を真っ先に味わえるのが医学図書
館の大きな魅力です。
司書課程で学んだことに「図書

館学は実学である」という言葉が
ありました。実際、図書館の仕事
の八割はルーティンです。その残
り二割が日頃の業務の中で自分が
思いついたアイデアを試す部分。
この二割の中で試行錯誤を繰り返
し、よりよいものを自分なりに創
り出し、八割のルーティン部分に
組み込む。この繰り返しで司書の
専門性は高まっていくのではない
かと思います。今後、情報流通が
どのように進んで行くにしても、
それを心がけて日々の仕事に取り
組んでいけば、どうにかやってい
けるのではないでしょうか。

卒業生から「医学図書館に雑誌がなくなる日」
東京医科大学図書館司書　大谷　裕（平成8年　文学部人文学科卒）

現
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は、8月1日から11日までの
10日間、川崎市立多摩図書館で実
習をさせていただきました。実習
に参加することを決めたのは、実
際の図書館の現場がどのようなも
のであるのか、自分自身で経験し
てみたかったということと、専修
大学の司書課程で4年間学んだこ
との成果を感じたかったからでし
た。

実習で初めにしなければならな
かったことは、「図書館業務の1日
の流れをつかむ」ということでし
た。開館時間は午前9時30分から
平日は午後7時までです。私は普
段から、多摩図書館を利用してい
たのですが、「利用者」という立場
からは見ることのできなかった図
書館員の方々の忙しさを知ること
となりました。特に開館30分前は、
館外のブックポストに投函された
本を返却する作業や職員全員で書
架の整理をしながら、他館で求め
ている本を探すという作業、開館
を並んで待っている利用者の整理
など、毎朝のこの30分という時間
はあっという間に過ぎていきまし
た。中でも特に苦労したのは、本
探しでした。朝の作業中だけでな
く、実習中を通して、図書館の中
で一冊の本を探すということが、
とても難しいことがわかりました。
図書館の本は、利用者の方が探し

ている本を見つけやすいよう、図
書館員の方が毎日欠かさず分類順
に配架しています。しかし、利用
者の方が間違って棚に戻したり、
手続きをせずに持ち帰ってしまっ
たりして、あるはずの本があるは
ずの場所になかったりするのです。
私も何度かそんな場面がありまし
た。利用者の方と一緒に探しても、
どうしても見つからないのです。

「ありがとうござい
ました、もういい
です」と笑いなが
らおっしゃってい
ても、やはり残念
そうな表情を浮か
べていました。私
は、図書館で本が
提供できないとい
うことが、こんな
に辛いことだとは
思いませんでした。

書架整理の時、図書館員の方が
「図書館って、毎日単調な作業が続
くんですよ」とおっしゃった後に
「でもその作業が大切だったりする
んです」と教えて下さったことが
ありました。実習の初めの頃はそ
れがどういうことなのか実感でき
ませんでしたが、この時返却や貸
出のカウンターサービスをはじめ、
書架整理など、一見単調に思える
作業でも利用者のことを考え、よ
りよいサービスが提供できるよう
に、細やかな配慮や努力がなされ
ているものなのだということに気
づかされました。大学の講義で
「図書館員は、現在の知識や状態に
甘んじることなく、日々努力をし
なければならない」ということを
学びましたが、このことを実際の
図書館という場所で、改めて心に
刻むことができたように思います。
また、楽しかった思い出の一つ

に、実習期間中に行われたおはな

し会があります。夏休みというこ
ともあって40人ほどの子どもが集
まりました。友達と一緒の子、兄
弟で手をつないで来た子、お母さ
んと離れづらくて泣いている子な
ど、初めはざわざわしていた会場
も、図書館員の方の「はじまるよ」
の声を聞くと、みんなきちんと前
を向いて座っていました。かみし
ばいや人形劇に見入って、大きな
声で歌ったりと、子どもたちは本
当に楽しそうでした。最後に、記
念のシールをもらう順番をきちん
と並んで待っている子どもたちを
見た時に、前日からの準備や練習
に参加して、おはなし会に参加で
きたことを本当に嬉しく思いまし
た。図書館で働くということに、
こんな楽しみや喜びがあるとは思
ってもいませんでした。図書館が
単に「本を借りる」という場所で
はなく、公共のサービス機関とし
て、幅広い人々に利用されている
ことを感じる出来事の一つとなり
ました。
短い実習期間でしたが、自分自

身で図書館業務というものを実際
に経験でき、講義では感じ取れな
いようなことなど、多くのことを
学べる実習となりました。実際の
体験は、図書館というものの厳し
い現状や多忙な業務を知ることと
なり、また、私が4年間学んだこ
とは、「司書」という資格を持つ者
として最低限の知識であり、図書
館を運営し、利用者にサービスを
提供できるようになるためには、
これからの自分の努力や図書館と
の関係によって築いていかなけれ
ばならないものだと感じました。
図書館実習の10日間は、かけがえ
のない貴重な体験であり、一生の
思い出に残るものとなりました。

図書館実習を終えて
実習館：川崎市立多摩図書館　文学部国文学科4年　野田　聖子

私

お話会の風景

が実習を行った館は、神奈
川県の座間市立図書館で、小田急
線の相武台、座間の両駅から歩い
て15～20分のところに位置しま
す。12年度現在の座間市の人口は
約12万人、登録者数は約8万人で
登録率は66.2％の現状です。
職員は17名いますが、館長も含

め有資格者は8名です。その日の
日程は、朝に係長によって決めら
れ、一時間単位の交代制で、カウ
ンターや参考図書室、ビデオ、書
庫などに割り当てられ、空き時間
に自分の仕事をするシステムです。
毎日の仕事は、カウンターに入る
人を除いて職員全員の書架整理と
返本作業から始まり、最後も返本
作業で終わる流れとなっていまし
た。特に前日休館日だった火曜日
は、ブックポストに本がたまって
いるので時間がかかります。実習
3日目は月に一度の館内整理の日
でした。この日は図書館を閉館し、
朝からずっと書架整理です。分類
記号だけでなく図書記号まで揃え
て細かく整頓するので午後を過ぎ
るまでかかり体力的にとても疲れ
ました。
館内には指で触って検索するタ

イプの端末が5台あり、新刊案内
から、キーワード検索、図書館情
報などを調べることができ、本の
所在や、予約の状態を知ることが
できます。カウンターには、貸出、
返却、ビデオと予備に分かれた4
台の端末があります。土日の忙し
い時を除いて、平日は2人の配置
が多いです。レファレンスもカウ
ンターで受けるのは平日の混雑し
ていない時のみで、土日になると
直接レファレンス室に行くよう指
示します。カウンターには利用者
が様々なことを聞きにくるのでそ
の都度対応できるような臨機応変
さが最も必要であると思いました。

またカウンターに入ることによっ
て、利用者としてどうあるべきか
学ぶことができた気がします。
市の花から命名したヒマワリ号

という移動図書館に乗って小学校
と児童館へと2回参加しました。
移動図書館は常に天候に左右され、
猛暑や極寒のなか行うこともある
ので、体力的に厳しい時期がある
そうです。利用層は児童が圧倒的
に多く、その地域の住民や本館で
借りた本を返しにくる人もいます。
移動図書館では利用者が決まって
くるので、リクエストには答えや
すく、その人が好きな作家の本を
多く集めて持って行ったりするサ
ービスをしていました。また、週
に3回北地区、東地区の文化セン
ターと公民館の3階への巡回に行
きました。本館から各三館へ、ま
たは、北地区から東地区へと相互
貸借している本の流れを追ってみ
て、まさに図書館システムが行わ
れていることを実感できました。
毎週水曜日は午前と午後1回約

30分のお話会が開かれ、指遊びか
ら絵本、紙芝居などをして子供た
ちと触れ合っています。お話をす
るのは、児童担当の職員とボラン
ティアの人達で、私も絵本と紙芝
居を読みました。
立ち上がってうろ
ついたり声を出し
てた子供達もお話
が始まると静まり
返って聞く様子は
とても印象的で、
アットホームな雰
囲気でいつも行わ
れている様子が窺
えました。私の空
き時間は主に、本
や雑誌のブッカー
や、バーコード、
ラベル張りなど細

かい手作業が多い仕事に追われま
した。他には予約本を期限内に返
却していない人へ督促の電話を掛
けました。実際に予約本がどの様
な過程で回転しているのか知るこ
とができて良かったです。
子供読書年にちなんで、9月9，

10日に第1回図書館祭を行いまし
た。「読む人も読まれる本も嬉しい
ね」をキャチフレーズに、様々な
催し物が開かれました。この二日
間は、晴天にも恵まれ、大変多く
の利用者が図書館に来館し、図書
館祭に参加した子供達の喜んでる
姿を見て職員の人達も大変満足し
た様子でした。また、何日も前か
ら多くのボランティアの人達によ
って準備が進められており、彼等
の協力があってこそ成功できたの
だと思いました。この図書祭で実
習を終えたことは、良い思い出と
なり、いろんな体験を経て有意義
な2週間を過ごすことが出来まし
た。図書館で実際に勤務してみて、
やはりこの仕事に対して魅力を感
じ、その道に進めるようさらに勉
強して努力し続けなければならな
いと思いました。

図書館実習を終えて
実習館：座間市立図書館　科目履修生　石川恵理子

私

座間市立図書館概観
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一、人間は空を飛べる

人間が空を飛んだのはいつか－、
と質問したら、人々は不審を抱く
ことだろう。決まっているじゃな
いか、一九〇三年の十二月十七日、
アメリカのノースカロライナ州キ
ティホークで、動力付き複葉機で
人類最初の飛行に成功したライト
兄弟だ、と答えるのは物知りかつ
真面目な人。が、中には、この質
問がタチの悪い「なぞなぞ」か何
かと疑い、「空を飛ぶ」という言葉
に含まれるあらゆる謂を検討し、
ヒネリにヒネった答えを出す人も
いるはずだ。こっちは、やたらと
疑い深い偏屈な人である。しかし、
後者のやや穿った物の見方は、広
い意味での文化現象としての絵画
を考える際に、極めて重要な観点
だと私は考えている。確かに、人
間が空を飛んだのはそのアメリカ
人の兄弟が最初に違いない。が、
空を飛ぶという意味は、必ずしも
身体が空中にあることだけを意味
するものではない。本来、地上に
ある人間が空にあるという「位置」
の違い、そこから何が見えるのか
という「視点」の違いもまた、空
を飛ぶという意味に当然含まれる。
そして絵画の成立にとって、この
「視点」こそ、一つの「要」なので
ある。つまり、この伝でいけば、
人間は二十世紀の前から大空を飛
んでいたのだ、少なくとも、その
頭の中では。
実例を挙げよう。「江戸名所之絵」
と題した版画が十九世紀前半に版
行された。作者は鍬形 斎である。
見るように、江戸を「航空撮影」
したかのごときもので、当時すで
に人口百万を越える大都市江戸を
ダイナミックに、そして実感的に
描き出して見事というほかはない。
繰り返すが、この版画はライト兄

弟が空を飛ぶ約百年前に出版され
たのであり、日本人が空を飛ぶこ
とに至っては、ライト兄弟の飛行
の七年後、明治四十三年十二月、
徳川好敏と日野熊蔵の二人の陸軍
大尉による代々木練兵所での初飛
行を待たねばならない。とすれば、
ここに見る仮想の視覚体験がいか
ほどの驚愕事として江戸の大衆に
受け止められたか、少しは想像で
きるのではなかろうか。しかも、
この版画はかなり多く残されてお
り、相当によく売れたものと考え
て差し支えない。つまり、江戸の
連中は一瞬「ギョっ」としたもの
の、次の瞬間この新たな視覚体験
を喜々として受け入れてしまった
のである。
斎藤月岑著の『武公年表』の文

政七年（一八二四）三月二十一日
の条には、「画人鍬形 斎卒す。
（中略）江戸一覧の図工夫し梓に上
せ、神田の社へも江戸図の類をさ
さげたり」と画家の没年を告げる
とともに、 斎の活動を特色づけ
る作品として「江戸一覧の図」を
挙げており、それがこの「江戸名
所之絵」だったことは疑いない。
もとより、十六世紀の桃山時代、
我が国には「洛中洛外図屏風」と
いう俯瞰的な大景観図がすでに成
立していたが、表現の実感的な再
現性においては、東洋画の特異な
遠近法を用いた「洛中洛外図屏風」
は「江戸名所之絵」に遠く及ばな
い。であるならば、なぜこのよう
な「信じられない」視点から描か
れたリアルな江戸図がそんな昔に
成立したのか。そして、どうして
人々は、それをいともたやすく受
け入れることができたのか、とい
う疑問が出てきて当然ではないだ
ろうか。

二、鍬形 斎とその時代

まず、鍬形 斎の略歴を見よう。
彼は明和元年（一七六四）江戸の
畳職人の子として生まれた。若く
して浮世絵師北尾重政に師事し、
安永七年（一七七八）北尾三二郎
の画号でデビュー。天明元年（一
七八一）師匠の重政より北尾政美
の画号を許され、北尾派一門が得
意として黄表紙挿絵を数多く手掛
け、一枚摺の錦絵や肉筆画にも筆
を執っている。と、ここまでは同
時代の他の浮世絵師と比較しても、
ごく平凡である。が、この先が大
方の想像を遥かに越えていた。寛
政六年（一七九四）北尾政美は津
山藩主松平越後守康哉によって御
抱絵師に取り立てられ、鍬形 斎
と改める。身分は「大役人格御絵
師」で「十人扶持」、しかも「年々
絵具代三両」を賜る。簡単に言え
ば、長屋に暮らしていた一介の庶
民が突如として大名家に抱えられ
る「武士」へと破格の出世を遂げ
たのだ。－ははあ、きっと津山藩
の御抱絵師の家が断絶し、困って、
浮世絵師なんかを急拵えで御抱絵
師にしたんだろう－、と早合点し
た人がいたなら、全く見当違い。
なぜなら、この時期、津山藩には
歴とした御抱絵師の家が存在して
いた。しかも、鍬形家は一時しの
ぎではなく、 斎以後、明治維新
で津山藩が消滅するまで三代を数
え存続したのである。
実は、「江戸名所之絵」成立の背

景は、この時代の人々の連環の中
で捉えることができる。浮世絵師
時代の北尾政美は、平賀源内の文
学上の弟子の森島中良の戯作や西
洋文物の啓蒙書『紅毛雑話』など
に多くの挿絵を提供したが、中良
は幕府の蘭学の奥医師桂川甫周の
実弟である。一方、先の『紅毛雑

話』に跋文を寄せたのが津山藩の
蘭学者宇田川玄随。また、兄の甫
周は、杉田玄白、中川淳庵、石川
玄常らが推し進めた『解体新書』
（一七七四成）の翻訳事業に参画し、
同書の刊行元となった須原屋市兵
衛は、政美の師匠北尾重政の父須
原屋茂兵衛の一族。さらに、津山
藩に出仕した 斎は藩主の命によ
り狩野養川院惟信に入門して狩野
派の画技を学ぶが、惟信の妻は官
医千賀道隆の養女で、この千賀道
隆と甫周は同僚の間柄であっ
た。 斎が「江戸名所之絵」を成
り立たせている西洋の合理的な遠
近表現や、実体的な空間把握によ
る絵画表現をどこから学んだか、
もはや贅言を要しないだろう。彼
の周囲に交流した蘭学者たちから
の情報や教示なしに、これほどの
完成度の高い表現はあり得ない。
であるならば、津山藩が新たな御
抱絵師の家を備えた理由は一体何
だったのか、というのが次なる疑
問だろう。
時代をさらに俯瞰してみよう。

寛政四、五年（一七九二・九三）、
ロシアの使節ラクスマンが根室や
松前に来航する中で、鎖国体制の
維持に危機を感じた徳川幕府の老
中主座にあった松平定信は、この
年、相模、伊豆などの太平洋沿岸
の巡察旅行を行い、その海岸線の
様子を自身の御抱絵師であった谷
文晁に精密な写生図「公余探勝図
巻」として描かせた。谷文晁の役
割は、現代で言えばさしずめ従軍
カメラマンである。そして、従来
の狩野派の絵画が教訓的な画題を
装飾的に描く技術であるのに対し
て、定信は絵画の持つ別の利点を
自身の随筆『花月草紙』の百十五
段「畫の事」にはっきりとこう述
べる。「畫のこと、（中略）ことば
と文章の及ばざるをたすくるもの

なり。いでやくろきしろきとは、
いひもしかきもすれど、かかるを
くろきといひ、とあるをしろきと
は、何をもてあらはさん。さるに、
この畫ありてこそ、ことばにもい
ひがたきことを、そのまゝにしる
なり」と絵画とは現実世界を正確
に記録し、それを正確に伝えると
ころに意味があるという、驚くべ
き革新的な発言なのだ。で、定信
の政治的な危惧はやがて現実のも
のとなる。嘉永七年（一八五四）
アメリカ東インド艦隊が前年に引
き続き浦賀沖に来航したのだ。が、
このとき、江戸在住の津山藩の蘭
学者宇田川興斎と箕作秋坪ととも
に神奈川に急行し、本牧沖（金海）
のペリー艦隊の展開の状況、蒸気
船の様子、士官と海兵、応接の状
況などを克明に描き写した画人こ
そ、鍬形家二代目、鍬形赤子その
人であった。
ここから先の疑問に対する一つ

の答えが明らかとなる。狩野派に
ないリアルな表現性、現実の再現
力のある絵画を描ける画人を藩と

して抱えること、 斎そして鍬形
家の役割とは、従軍カメラマン、
スパイ衛星の写真機だった、のか
もしれない。傍証として、鍬形
斎は松平定信のために「東都繁昌
図巻」「近世職人尽絵詞」「黒髪山
絵巻」、それに「吉原十二時絵巻」
（現在は模本のみ）の四点を制作し
ている事実と、津山藩祖松平宣富
がもともと白河松平家の出身
で、 斎を御抱絵師として採用し
た当時の津山藩主松平康哉こそ、
定信がその随筆『宇下之人言』で
「刎頚の交をなし」た人物、すなわ
ち生死を共にするほどの親しい仲
と呼んだ人物であった点を指摘し
ておこう。
人間の視点は、想像力につなが

っている。そして、人々がどのよ
うな視点から物を見ようとしたの
か、それが絵画という形で後世に
残されるのだ。美術館には、そん
な絵画がゴマンと展示されている。
さあ、美術館へ急ごう。

絵画は想像する
経営学部　助教授　内田　欽三

教員コラム

「江戸名所之絵」

本文  00.11.21 3:57 PM  ページ 35



001

学
芸
員
課
程
�

資格課程年報『パッソ ア パッソ』�No.2/11 001

学
芸
員
課
程
�

資格課程年報『パッソ ア パッソ』�No.2/1137 38

が勤める逓信総合博物館は、
郵政、電気通信、放送、国際通信
の展示場から成る、それらの事業
ＰＲを目的とした博物館です。事
務室もそれぞれ独立しており、私
が働く郵政事務室は、広報、展示
場保守を担当する企画係と、学芸
班に分かれ、学芸班は、さらに切
手資料と一般資料に分かれていま
す。私は、現在、一般資料に所属
し、図書資料を担当しています。
具体的には、郵政事業に関する図
書、ポスター、錦絵や、それらの
写真の受入、整理、保存をしてい
ます。さらに、それらの資料をも
とに出版・報道機関からの照会へ
の回答、写真の貸出、また、館内
で一部の図書資料を閉架式で閲覧
できるサービスも行っています。
学芸員というと、内向的な調査研
究が主な仕事と思われがちですが、
このような資料や情報の館外への
提供も重要な仕事の一つなのです。
また、郵政事務室の学芸員は交替
で、常設展示場内にある企画展コ
ーナー（面積約40ｍ２）と特別展
示場（面積1.316ｍ２）の展示企画、
図工教室、年賀状版画教室などの
教育普及活動企画も担当します。

しかし、実際は、前年度中に決
まる、展示と教育普及活動の年間
スケジュールに追われて一年が過
ぎ、その担当の合間にやっと他の
仕事ができるという状態です。
そのような中でも、学芸員は館

の趣旨を理解し、自分なりのテー
マを持って仕事をすることが必要
だと思います。昨今、郵便という
通信手段は、様々な新しい手段の

登場によって影が薄くなっていま
すが、私は、誰が送っても同じよ
うな画面と文字で相手に届くメー
ルと違い、文字や送るものに送り
手の個性が出る郵便の温かさや新
たな可能性を広めたいという思い
を込めて企画を行っています。
ところで、博物館で働くうち、

私は、博物館が学芸員以外にもた
くさんの人に支えられて運営され
ていることに気づきました。事務
職員、受付・案内係、イベント会
社、文化財修復業者、展示壁面や
パネルを造る造型会社など。私も
2年前に学芸員でなくとも博物館
で働きたいと思い、受付・案内係
に応募したところ、選考中に偶然、
空きができた学芸員に採用となり
ました。学芸員の公募は少ないと
思いますが、博物館に関わる仕事
をしたいと思う気持ちがあれば、
他の仕事からの回り道もあると思
います。学芸員を目指して勉強中
のみなさん、柔軟な視点を持って
がんばってください。

は川崎市立日本民家園で10
日間の実習をさせて頂きました。
実習をする前の私の学芸員のイ

メージは、絵画が多くある美術館
と強く結び付いていて、屋外博物
館である日本民家園の学芸員のす
る事がどういったものなのか、よ
く分からずにいました。
しかし、主に講義形式と体験形

式で構成された短い期間での実習
で、日本民家園の学芸員実習生と
して多くを知ることが出来、学ぶ
ことが出来ました。
その内容について少しお話した

いと思います。まず講義の内容は、
日本民家園についての話をはじめ、
石造物の見方や板碑など、数多く
の事を教えて頂きました。それら
の話を聴いていくうちにとても多
くの興味が湧き、もっと知りたい
という思いになりました。
講義全体を通して私が一番に感

じたことは、学芸員の持つ知識の
深さです。もちろんそれが仕事で
あると言えばそれまでですが、博
物館に来たお客さんの期待にいつ
も答えている学芸員はとても素晴
らしいと思いました。またそれと
同時に、自分の無知さを痛感する
時間でもありました。
次は主に体を動かした実習につ

いてですが、今回の実習の約8割
が、そういった肉体労働的なもの
でした。それは2日目の障子の貼
り替えからはじまりました。
実習生全7人が、1つの家の障子

の貼り替えに丸1日かかったので
す。単純に考えてみると、7人で
日本民家園の障子を全部張り替え
るのに、最低でも20日はかかると
いうことです。日本民家園には正
規の学芸員が1人しかいないので、
障子1つとって考えてみてもこん
な苦しい状況なのに、古民家全部
に気を配るのは、肉体的にもどん

なにか大変だろうと考えさせられ
ました。
また、古民家では、囲炉裏を用

いることは、害虫駆除の意味もあ
る為必要なことなのですが、日本
民家園は人手不足でそこまで手が
回らないのでボランティアの方々
にして頂いており、私達も手伝う
ことになりました。
それはただ単に囲炉裏に火を入

れるだけでなく、家のつくりやそ
の家の持つ意味などを広く一般の
人に伝えるというものでした。私
はその家の説明を覚えて、来て下
さったお客さんに対し話をするの
ですが、講義の時に私が感じたよ
うな興味を持たせるような話し方
はそんな簡単に出来るはずもなく、
とても苦労しました。
特に最初の方は、自分のペース

で話をしてしまっていたように思
います。人に伝えることの難しさ
に直面した出来事でした。
また、実習生1人ずつ交代で展

示室の監視を行ったのですが、人
に注意する難しさと大切さを体験
し、資料を守る監視の重要性を改

めて認識しました。他にも資料の
点検や資料整理など、資料に関す
ることもさせて頂きました。
特に資料整理では、まだ整理で

きていない資料の番号を控え写真
を撮るなどの作業ができ、資料を
データに収める際のことを色々と
学べました。また、資料の整理が
どれ程多くの時間と労力を費やす
ものか少しですが体験でき、貴重
な経験となりました。
今回の実習で、学芸員には研究

などの学問的な側面と教育などの
サービス業的な側面があることを
学びました。そして教育などのサ
ービス業的な側面が、いかに大き
な研究などの学問的な側面によっ
て支えられているか、少しでも感
じとれたと思います。
そう考えると、いかに自分が勉

強不足であったかを改めて反省し、
これからどうあるべきかが分かっ
たような気がします。また、学芸
員の大変さと同時に素晴らしさを
感じられた実習でした。

卒業生から
逓信総合博物館学芸員　垂見　直美（平成9年　文学部人文学科卒業）

博物館実習を終えて
実習館：川崎市立日本民家園　商学部商業学科4年　清井　久美子

私 私

博物館実習生と

図工教室

箱の取り扱い方の実習
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物館に足を運ぶと、資料展示
の仕方や演出表現、博物館自体の
構造や環境などが様々な考慮のも
とに成り立っているということが
わかります。見る側がより衝撃的
な強い印象を受けるように、いろ
いろな人の力が働いているのに気
付き、また博物館そのものが、人
間の優れた表現の集合体であると
感じる時、私の心はいつも感動に
うち震えるのです。今回の実習で、
そのことを表面からでなく、内側
から見ることができま
した。
私が実習した東毛歴

史資料館は、群馬県内
における文化の宝庫で
ある東毛地区にあり、
建造物や木像、絵画・
文書などが数多く残っ
ています。先人の活躍
に色濃く染められた文
化遺産は、私に郷土の
歴史への愛着と、それ
を創り伝えた先人への
敬慕の心をひきおこし
ました。
前半の実習で、小学生対象のは

にわ教室に補助指導員という形で
参加しました。このはにわ教室の
ような体験教室は、講座や講演会
の一方的に話を聞かせる点が改善
されていました。学習者自体が参
加・行動する過程で参加型展示活
動の効果が発揮できるということ
がわかりました。普段子供と接す
る機会があまりないので、内心不
安でしたが、子供独特の発想で、
作業を進める様子を見ていたら、
私の感性は年を重ねることによっ
て、退化してしまったのではない
かと思いました。その豊かな創造
力には、ただ感動するばかりでし
た。このふれあいの中で、新たな
ものを発見したり、すでに知って

いたことを再確認することもでき、
また改めて考え直させられたこと
もいくつかありました。めったに
ない貴重な体験ができました。
実習の後半では、博物館の内側

や、学芸員の業務について学びま
した。
東毛歴史資料館は地域に密着し

た博物館であることが、その建設
目的や役割、現在に至るまでの歴
史等を知って、一層深く理解でき
ました。地域博物館は、本領であ

る地域住民との、肌で接する生涯
学習が非常に大切なものだという
ことがわかりました。博物館学習
を生涯学習に照らし合わせて考え
てみると、年齢的な問題や、機会
提供の難しさ、労働対価の問題な
ど、避けて通れない課題があるの
は事実です。しかし、古典的なス
タイルを捨て、様々な企画を試み
る姿勢から、将来の企画意向がと
てもレベルの高いものであると思
いました。
学芸員業務の学習では、展示の

環境には、温度・湿度、照明や防
虫・防錆など、様々な管理が必要
だということがよくわかりました。
展示と同時に保管も兼ねなくては
ならないということの難しさを痛

感しました。資料を展示すること
は、博物館が機能する上で、とて
も重要なことであると再認識しま
した。そして、それをいかに興味
をひきつけるように展示するかは
学芸員のセンスにかかっているわ
けです。総合的な能力が要求され
ることを改めて実感しました。
この実習の中で最も私が苦労し

たのは、何と言っても企画展の立
案でした。私がテーマに選んだの
は仏教美術でした。けれども、展

示する資料収集のやり方
に問題があり、考え方や
発想も至らないところが
多く、まともな立案は残
念ながらできませんでし
た。視野が狭かったため
に、問題提起の甘さや、
他にも意義がうすれて十
分に生かしきれないとこ
ろが目立ってしまいまし
た。今、思い返してみて
も、本当に大変な作業で
した。もっと自分の企画
にいろいろこだわりを持
って、それを誇りに思え

るような立案ができればと思いま
した。しかし、失敗したことで得
たものがたくさんありました。
これらの経験から、自分自身の

反省すべき点に気付き、博物館や
学芸員についての知識がしっかり
としたものになりました。このプ
ロセスにおいて、心を打つ出来事
がいくつもありました。実習を成
し遂げた達成感は、自信につなが
りました。自分の理解がより深ま
り、これからの私の将来に生かし
ていけるものをたくさん学ぶこと
ができました。こうした貴重な機
会に恵まれたことを、私はとても
幸運に思います。

博物館実習を終えて
実習館：東毛歴史資料館　商学部商業学科4年　石坂　康子

博
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平成11年度　資格課程履修者数�

経 済 学 部 （ 経 済 ） �

経 済 学 部 （ 国 際 経 済 ） �

法 学 部 �

経 営 学 部 （ 経 営 ） �

経 営 学 部 （ 情 報 管 理 ） �

商 学 部 （ 商 業 ） �

商 学 部 （ 会 計 ） �

文 学 部 （ 国 文 ） �

文 学 部 （ 英 米 文 ） �

文 学 部 （ 人 文 ） �

文 学 部 （ 心 理 ） �

大 学 院 �

科 目 等 履 修 生 �

小 計 �

合 計 �

学部・学科� 1部�

1年�

347

2部�

50�

11�

62�

8�

2�

31�

4�

39�

28�

46�

1�

8�

�

290

11�

�

6�

�

�

9�

�

�

�

�

�

�

31�

57

1部�

2年�

302

2部�

39�

7�

40�

13�

1�

48�

3�

48�

33�

27�

2�

9�

�

270

10�

�

10�

�

�

12�

�

�

�

�

�

�

�

32

1部�

3年�

248

2部�

20�

9�

36�

8�

�

43�

2�

52�

29�

16�

�

�

�

215

13�

�

10�

�

�

10�

�

�

�

�

�

�

�

33

1部�

4年�

283

2部�

26�

5�

21�

23�

2�

35�

1�

65�

31�

44�

�

�

�

253

10�

�

10�

�

�

10�

�

�

�

�

�

�

�

30

1部�

小計�

1180

2部�

135�

32�

159�

52�

5�

157�

10�

204�

121�

133�

3�

17�

0�

1028

合計�

1180

179�

32�

195�

52�

5�

198�

10�

204�

121�

133�

3�

17�

31

44�

0�

36�

0�

0�

41�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

31�

152

年次�

教職�

経 済 学 部 （ 経 済 ） �

経 済 学 部 （ 国 際 経 済 ） �

法 学 部 �

経 営 学 部 （ 経 営 ） �

経 営 学 部 （ 情 報 管 理 ） �

商 学 部 （ 商 業 ） �

商 学 部 （ 会 計 ） �

文 学 部 （ 国 文 ） �

文 学 部 （ 英 米 文 ） �

文 学 部 （ 人 文 ） �

文 学 部 （ 心 理 ） �

大 学 院 �

科 目 等 履 修 生 �

小 計 �

合 計 �

学部・学科� 1部�

1年�

49

2部�

1�

�

6�

2�

2�

�

�

19�

6�

7�

�

2�

�

45

2�

�

2�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

4

1部�

2年�

45

2部�

�

�

4�

4�

�

6�

�

14�

1�

14�

�

�

�

43

1�

�

�

�

�

1�

�

�

�

�

�

�

�

2

1部�

3年�

36

2部�

�

�

2�

2�

�

�

�

18�

5�

4�

1�

�

�

32

�

�

3�

�

�

1�

�

�

�

�

�

�

�

4

1部�

4年�

35

2部�

3�

1�

2�

1�

�

1�

�

12�

�

11�

�

�

�

31

1�

�

2�

�

�

1�

�

�

�

�

�

�

�

4

1部�

小計�

165

2部�

4�

1�

14�

9�

2�

7�

0�

63�

12�

36�

1�

2�

0�

151

合計�

165

8�

1�

21�

9�

2�

10�

0�

63�

12�

36�

1�

2�

0

4�

0�

7�

0�

0�

3�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

14

年次�

司書�

経 済 学 部 （ 経 済 ） �

経 済 学 部 （ 国 際 経 済 ） �

法 学 部 �

経 営 学 部 （ 経 営 ） �

経 営 学 部 （ 情 報 管 理 ） �

商 学 部 （ 商 業 ） �

商 学 部 （ 会 計 ） �

文 学 部 （ 国 文 ） �

文 学 部 （ 英 米 文 ） �

文 学 部 （ 人 文 ） �

文 学 部 （ 心 理 ） �

大 学 院 �

科 目 等 履 修 生 �

小 計 �

合 計 �

学部・学科� 1部�

1年�

25

2部�

1�

1�

2�

�

1�

2�

�

7�

1�

3�

�

4�

�

22

2�

�

�

�

�

1�

�

�

�

�

�

�

�

3

1部�

2年�

12

2部�

�

�

4�

�

�

1�

�

6�

�

�

�

�

�

11

�

�

�

�

�

1�

�

�

�

�

�

�

�

1

1部�

3年�

18

2部�

1�

�

2�

�

�

�

�

13�

�

2�

�

�

�

18

�

1部�

4年�

28

2部�

�

1�

2�

�

�

�

�

15�

2�

5�

�

�

�

25

�

�

1�

�

�

2�

�

�

�

�

�

�

�

3

1部�

小計�

83

2部�

2�

2�

10�

0�

1�

3�

0�

41�

3�

10�

0�

4�

0�

76

合計�

83

4�

2�

11�

0�

1�

7�

0�

41�

3�

10�

0�

4�

0

2�

0�

1�

0�

0�

4�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

7

年次�

司書教諭�

経 済 学 部 （ 経 済 ） �

経 済 学 部 （ 国 際 経 済 ） �

法 学 部 �

経 営 学 部 （ 経 営 ） �

経 営 学 部 （ 情 報 管 理 ） �

商 学 部 （ 商 業 ） �

商 学 部 （ 会 計 ） �

文 学 部 （ 国 文 ） �

文 学 部 （ 英 米 文 ） �

文 学 部 （ 人 文 ） �

文 学 部 （ 心 理 ） �

大 学 院 �

科 目 等 履 修 生 �

小 計 �

合 計 �

学部・学科� 1部�

1年�

64

2部�

3�

1�

4�

1�

�

2�

1�

12�

3�

25�

1�

1�

�

54

�

�

�

�

�

2�

�

�

�

�

�

�

8�

10

1部�

2年�

81

2部�

7�

4�

4�

�

1�

6�

1�

10�

4�

39�

�

1�

�

77

�

�

3�

�

�

1�

�

�

�

�

�

�

�

4

1部�

3年�

53

2部�

3�

2�

5�

2�

�

5�

�

14�

3�

17�

�

�

�

51

1�

�

1�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

2

1部�

4年�

73

2部�

3�

�

�

3�

�

10�

�

15�

5�

34�

1�

�

�

71

1�

�

1�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

2

1部�

小計�

271

2部�

16�

7�

13�

6�

1�

23�

2�

51�

15�

115�

2�

2�

0�

253

合計�

271

18�

7�

18�

6�

1�

26�

2�

51�

15�

115�

2�

2�

8

2�

0�

5�

0�

0�

3�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

8�

18

年次�

学芸員�

平成11年度　教員免許状取得状況一覧�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

申
請
者
数
�

授
与
件
数
�

免
許
種
類
�

教
科

�

経
済
学
科
�

国
際
経
済
学
科

経
営
学
科
�

情
報
管
理
学
科
�

商
業
学
科
�

会
計
学
科
�

国
文
学
科
�

英
米
文
学
科
�

人
文
学
科
�

心
理
学
科
�

経
済

学
�

経
営

学
�

商
学

�

文
学

�

� 法
律
学
科
�

経
済
学
科
�

法
律
学
科
�

商
業
学
科
�

法
学

�

社
会
�
国
語
�

英
語
�

小
計
�

12
�

11
� 3� 3� � � � � 9� 9� � � � � � �

23
�

20
� � � � � � � � � � �

47
�

43
�

11
�

10
� 5� 3� 3� 2� 1� 1� � � 9� 7� 29
�

23

� � � � � � � � � � � �

45
�

44
� � � � � � � � � � � � � � �

45
�

44
� � � � � � � � � � � � � 0� 0
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平成11年度　教育実習先一覧（生田）

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

北 海 道 北海道旭川凌雲高等学校 地理歴史 経済 経済

北 海 道 北海道北見北斗高等学校 公　　民 経済 経済

北 海 道 北海道函館中部高等学校 公　　民 文 人文

北 海 道 遺愛女子高等学校 国　　語 文 国文

北 海 道 北海道教育大学教育学部附属函館中学校 英　　語 文 英米文

青 森 県 青森県立五所川原高等学校 地理歴史 経済 経済

岩 手 県 専修大学北上高等学校 国　　語 文 国文

岩 手 県 専修大学北上高等学校 商　　業 商 商業

岩 手 県 岩泉町立岩泉中学校 社　　会 経済 国際経済

岩 手 県 江刺市立江刺東中学校 英　　語 文 英米文

岩 手 県 大東町立大原中学校 国　　語 文 国文

岩 手 県 北上市立南中学校 英　　語 文 英米文

岩 手 県 北上市立南中学校 国　　語 文 国文

秋 田 県 秋田県立秋田中央高等学校 国　　語 文 国文

山 形 県 山形県立酒田商業高等学校 商　　業 商 商業

山 形 県 天童市立第三中学校 社　　会 文 人文

福 島 県 福島県立安積高等学校 公　　民 文 人文

福 島 県 福島県立郡山商業高等学校 商　　業 経営 経営

福 島 県 松韻学園福島高等学校 商　　業 経営 経営

福 島 県 福島県立福島東高等学校 国　　語 文 国文

福 島 県 福島市立松陵中学校 社　　会 文 人文

福 島 県 福島市立蓬莱中学校 英　　語 文 英米文

茨 城 県 茨城県立小瀬高等学校 商　　業 商 会計

茨 城 県 茨城県立下館第一高等学校 国　　語 文 国文

茨 城 県 茨城県立土浦第三高等学校 商　　業 商 商業

茨 城 県 茨城県立取手第一高等学校 商　　業 経営 経営

茨 城 県 茨城県立那珂湊第一高等学校 商　　業 商 商業

茨 城 県 茨城県立藤代高等学校 地理歴史 経済 経済

茨 城 県 茨城県立水海道第一高等学校 国　　語 文 国文

茨 城 県 牛久市立牛久第一中学校 国　　語 文 国文

茨 城 県 江戸崎町立江戸崎中学校 英　　語 文 英米文

茨 城 県 鹿嶋市立鹿島中学校 国　　語 文 国文

茨 城 県 鹿嶋市立高松中学校 英　　語 文 英米文

茨 城 県 千代田町立下稲吉中学校 社　　会 文 人文

茨 城 県 取手市立取手第二中学校 国　　語 文 国文

茨 城 県 水戸市立緑岡中学校 社　　会 文 人文

栃 木 県 宇都宮市立横川中学校 国　　語 文 国文

栃 木 県 大田原市立若草中学校 社　　会 経済 経済

栃 木 県 鹿沼市立南摩中学校 国　　語 文 国文

栃 木 県 鹿沼市立南摩中学校 英　　語 文 英米文

栃 木 県 田沼町立東中学校 社　　会 商 商業

栃 木 県 栃木市立栃木東中学校 社　　会 経済 経済

栃 木 県 栃木市立栃木南中学校 社　　会 商 商業

群 馬 県 群馬県立伊勢崎東高等学校 国　　語 文 人文

群 馬 県 群馬県立前橋商業高等学校 商　　業 商 商業

群 馬 県 群馬県立前橋商業高等学校 商　　業 商 商業

群 馬 県 群馬県立前橋商業高等学校 商　　業 商 商業

群 馬 県 群馬県立前橋東高等学校 英　　語 文 英米文

群 馬 県 東京農業大学第二高等学校 国　　語 文 国文

群 馬 県 伊勢崎市立殖連中学校 社　　会 経済 国際経済

群 馬 県 大胡町立大胡中学校 英　　語 文 英米文

群 馬 県 甘楽町立第一中学校 国　　語 文 国文

群 馬 県 妙義町立妙義中学校 国　　語 文 国文

群 馬 県 吉井町立中央中学校 社　　会 文 人文

埼 玉 県 埼玉県立大宮高等学校 国　　語 文 国文

埼 玉 県 埼玉県立小川高等学校 地理歴史 商 商業

埼 玉 県 埼玉県立越谷北高等学校 国　　語 文 国文

埼 玉 県 埼玉県立熊谷西高等学校 公　　民 商 商業

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

埼 玉 県 埼玉県立松山高等学校 英　　語 文 英米文

埼 玉 県 春日部共栄高等学校 国　　語 文 国文

埼 玉 県 栄東高等学校 地理歴史 商 商業

埼 玉 県 淑徳与野高等学校 地理歴史 文 人文

埼 玉 県 獨協埼玉高等学校 公　　民 文 人文

埼 玉 県 本庄東高等学校 地理歴史 商 商業

埼 玉 県 伊奈町立伊奈中学校 社　　会 文 人文

埼 玉 県 大宮市立八幡中学校 国　　語 文 国文

埼 玉 県 鳩ヶ谷市立八幡中学校 国　　語 文 国文

千 葉 県 千葉県立君津高等学校 国　　語 文 国文

千 葉 県 千葉県立京葉高等学校 国　　語 文 国文

千 葉 県 千葉県立国分高等学校 地理歴史 経済 経済

千 葉 県 千葉県立幕張総合高等学校 公　　民 商 商業

千 葉 県 千葉県立幕張総合高等学校 公　　民 文 人文

千 葉 県 千葉県立幕張総合高等学校 公　　民 文 人文

千 葉 県 千葉県立薬園台高等学校 地理歴史 文 人文

千 葉 県 銚子市立銚子高等学校 公　　民 商 商業

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 公　　民 経済 経済

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 公　　民 経済 経済

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 国　　語 文 国文

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 国　　語 文 国文

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 国　　語 文 国文

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 地理歴史 経済 経済

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 地理歴史 経済 経済

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 地理歴史 経済 経済

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 地理歴史 文 人文

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 地理歴史 文 人文

千 葉 県 専修大学松戸高等学校 地理歴史 文 人文

千 葉 県 千葉日本大学第一高等学校 地理歴史 商 商業

千 葉 県 市川市立福栄中学校 国　　語 文 国文

千 葉 県 千葉市立稲毛中学校 社　　会 文 人文

千 葉 県 千葉市立松ヶ丘中学校 国　　語 文 国文

千 葉 県 銚子立第六中学校 社　　会 経済 経済

東 京 都 東京都立赤羽商業高等学校 商　　業 経営 経営

東 京 都 東京都立大島高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 東京都立葛飾商業高等学校 商　　業 経営 経営

東 京 都 東京都立小石川高等学校 地理歴史 文 人文

東 京 都 東京都立小平高等学校 公　　民 経済 経済

東 京 都 東京都立小平南高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 東京都立狛江高等学校 英　　語 文 英米文

東 京 都 東京都立桜水商業高等学校 商　　業 経営 経営

東 京 都 東京都立芝商業高等学校 商　　業 経営 経営

東 京 都 東京都立城東高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 東京都立調布南高等学校 地理歴史 経済 経済

東 京 都 東京都立成瀬高等学校 地理歴史 文 人文

東 京 都 東京都立成瀬高等学校 地理歴史 文 人文

東 京 都 東京都立日野台高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 東京都立広尾高等学校 地理歴史 文 人文

東 京 都 東京都立府中高等学校 公　　民 文 人文

東 京 都 東京都立松が谷高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 東京都立武蔵丘高等学校 地理歴史 文 人文

東 京 都 専修大学附属高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 専修大学附属高等学校 英　　語 文 英米文

東 京 都 専修大学附属高等学校 英　　語 文 英米文

東 京 都 専修大学附属高等学校 英　　語 文 英米文

東 京 都 専修大学附属高等学校 公　　民 商 商業

東 京 都 専修大学附属高等学校 地理歴史 経済 経済

東 京 都 専修大学附属高等学校 地理歴史 経済 国際経済

北
海
道
・
東
北

関
　
　
　
　
東

関
　
　
　
　
東

関
　
　
　
　
東

甲
信
越

甲
信
越

東
　
　
海

近
畿

中
国
・
四
国

九
　
州

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

東 京 都 専修大学附属高等学校 地理歴史 文 人文

東 京 都 専修大学附属高等学校 地理歴史 文 人文

東 京 都 専修大学附属高等学校 地理歴史 文 人文

東 京 都 吉祥女子中学・高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 実践学園高等学校 商　　業 商 商業

東 京 都 実践学園高等学校 商　　業 商 商業

東 京 都 順心女子学園高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 潤徳女子高等学校 商　　業 商 商業

東 京 都 潤徳女子高等学校 商　　業 商 商業

東 京 都 松蔭中・高等学校 社　　会 経済 国際経済

東 京 都 駿台学園高等学校 英　　語 文 英米文

東 京 都 駿台学園高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 星美学園高等学校 英　　語 文 英米文

東 京 都 町田学園女子高等学校 商　　業 経営 経営

東 京 都 明星学園高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 目白学園高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 頌栄女子学院中・高等学校 国　　語 文 国文

東 京 都 国分寺市立第四中学校 社　　会 文 人文

東 京 都 品川区立八潮中学校 英　　語 文 英米文

東 京 都 台東区立今戸中学校 国　　語 文 国文

東 京 都 立川市立立川第一中学校 英　　語 文 英米文

東 京 都 町田市立南中学校 社　　会 商 商業

東 京 都 立教女学院中学校 国　　語 文 国文

神奈川県 神奈川県立厚木商業高等学校 商　　業 経営 経営

神奈川県 神奈川県立荏田高等学校 地理歴史 経済 国際経済

神奈川県 神奈川県立海老名高等学校 国　　語 文 国文

神奈川県 神奈川県立海老名高等学校 国　　語 文 国文

神奈川県 神奈川県立大磯高等学校 地理歴史 経済 経済

神奈川県 神奈川県立大清水高等学校 地理歴史 文 人文

神奈川県 神奈川県立希望ヶ丘高等学校 国　　語 文 国文

神奈川県 神奈川県立港南台高等学校 国　　語 文 国文

神奈川県 神奈川県立相模原高等学校 英　　語 文 英米文

神奈川県 神奈川県立七里ガ浜高等学校 英　　語 文 英米文

神奈川県 神奈川県立住吉高等学校 地理歴史 文 人文

神奈川県 神奈川県立西湘高等学校 公　　民 商 商業

神奈川県 神奈川県立秦野高等学校 地理歴史 文 人文

神奈川県 神奈川県立弥栄東高等学校 英　　語 文 英米文

神奈川県 神奈川県立横須賀高等学校 社　　会 経営 経営

神奈川県 川崎市立商業高等学校 商　　業 経営 経営

神奈川県 横浜市立桜丘高等学校 国　　語 文 国文

神奈川県 横浜市立東高等学校 国　　語 文 国文

神奈川県 逗子開成高等学校 地理歴史 経済 経済

神奈川県 富士見丘高等学校 国　　語 文 国文

神奈川県 川崎市立南生田中学校 英　　語 文 英米文

神奈川県 相模原市立大野台中学校 社　　会 文 人文

神奈川県 座間市立東中学校 国　　語 文 国文

神奈川県 秦野市立東中学校 社　　会 文 人文

神奈川県 藤沢市立六会中学校 社　　会 文 人文

神奈川県 山北町立山北中学校 社　　会 文 人文

神奈川県 大和市立光丘中学校 国　　語 文 国文

神奈川県 横浜市立港南中学校 英　　語 文 英米文

神奈川県 横浜市立藤の木中学校 社　　会 文 人文

神奈川県 横浜市立金沢中学校 社　　会 商 商業

神奈川県 横浜英和女学院中学校 社　　会 文 人文

新 潟 県 新潟県立新津高等学校 商　　業 経営 経営

新 潟 県 新潟県立長岡商業高等学校 商　　業 経営 情報管理

新 潟 県 新潟明訓高等学校 公　　民 経済 経済

新 潟 県 北越高等学校 商　　業 商 商業

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

新 潟 県 北越高等学校 商　　業 商 商業

新 潟 県 聖籠町立亀代中学校 英　　語 文 英米文

新 潟 県 六日町立五十沢中学校 社　　会 経済 経済

富 山 県 高岡第一高等学校 商　　業 商 商業

石 川 県 石川県立金沢向陽高等学校 商　　業 経営 経営

石 川 県 七尾市立朝日中学校 社　　会 文 人文

山 梨 県 甲府市立甲府商業高等学校 商　　業 商 商業

山 梨 県 山梨県立塩山高等学校 商　　業 経営 経営

山 梨 県 山梨県立塩山高等学校 英　　語 文 英米文

山 梨 県 山梨県立甲府西高等学校 地理歴史 商 商業

山 梨 県 山梨県立甲府南高等学校 国　　語 文 国文

山 梨 県 山梨県立身延高等学校 国　　語 文 国文

山 梨 県 山梨県立吉田高等学校 地理歴史 文 人文

山 梨 県 石和町立石和中学校 国　　語 文 国文

山 梨 県 山梨市立山梨北中学校 社　　会 経済 経済

長 野 県 長野県赤穂高等学校 商　　業 経営 経営

長 野 県 長野県飯田高等学校 国　　語 文 国文

長 野 県 長野県飯田高等学校 英　　語 文 英米文

長 野 県 長野県上田高等学校 地理歴史 文 人文

長 野 県 長野県諏訪二葉高等学校 国　　語 文 国文

長 野 県 長野県諏訪二葉高等学校 地理歴史 経済 経済

長 野 県 長野県長野高等学校 公　　民 文 人文

長 野 県 長野県長野西高等学校 地理歴史 文 人文

長 野 県 長野県野沢北高等学校 国　　語 文 国文

長 野 県 塩尻市立塩尻西部中学校 国　　語 文 国文

岐 阜 県 岐阜県立岐山高等学校 国　　語 文 国文

静 岡 県 静岡県立静岡商業高等学校 商　　業 商 商業

静 岡 県 静岡県立下田北高等学校 地理歴史 文 人文

静 岡 県 静岡県立沼津商業高等学校 商　　業 商 商業

静 岡 県 静岡県立浜松北高等学校 国　　語 文 国文

静 岡 県 静岡県立浜松商業高等学校 商　　業 経営 経営

静 岡 県 静岡県立三島北高等学校 英　　語 文 英米文

静 岡 県 熱海市立多賀中学校 社　　会 文 人文

静 岡 県 裾野市立東中学校 社　　会 経済 経済

静 岡 県 裾野市立東中学校 社　　会 文 人文

静 岡 県 沼津市立今沢中学校 社　　会 文 人文

静 岡 県 浜松市立庄内中学校 社　　会 文 人文

静 岡 県 富士宮市立大富士中学校 英　　語 文 英米文

静 岡 県 三島市立中郷中学校 英　　語 文 英米文

静 岡 県 焼津市立港中学校 国　　語 文 国文

静 岡 県 焼津市立港中学校 社　　会 経済 経済

愛 知 県 愛知県立新城東高等学校 公　　民 文 人文

兵 庫 県 兵庫県立鳴尾高等学校 国　　語 文 国文

和歌山県 和歌山県立新宮商業高等学校 商　　業 経営 経営

和歌山県 和歌山県立田辺商業高等学校 商　　業 経営 経営

和歌山県 近畿大学附属和歌山高等学校 国　　語 文 国文

島 根 県 島根県立松江北高等学校 英　　語 文 英米文

岡 山 県 岡山県立津山商業高等学校 商　　業 商 商業

広 島 県 広島県立広島皆実高等学校 英　　語 文 英米文

徳 島 県 徳島県立美馬商業高等学校 商　　業 経営 情報管理

香 川 県 香川県立高松商業高等学校 商　　業 経営 経営

福 岡 県 泰星高等学校 公　　民 商 商業

福 岡 県 福岡市立原北中学校 社　　会 商 商業

熊 本 県 専修大学玉名高等学校 商　　業 経営 経営

熊 本 県 専修大学玉名高等学校 商　　業 商 商業

大 分 県 清川村立清川中学校 社　　会 経済 経済
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平成11年度　教育実習先一覧（2部）

平成11年度　教育実習先一覧（神田）

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

岩 手 県 岩手県立盛岡北高等学校 地理歴史 法 法律

宮 城 県 宮城県仙台第三高等学校 地理歴史 法 法律

山 形 県 山形県立新庄北高等学校 公　　民 法 法律

福 島 県 福島県立白河高等学校 地理歴史 法 法律

福 島 県 桑折町立醸芳中学校 社　　会 法 法律

埼 玉 県 浦和市立高等学校 公　　民 法 法律

埼 玉 県 埼玉県立所沢北高等学校 地理歴史 法 法律

埼 玉 県 草加市立谷塚中学校 社　　会 法 法律

埼 玉 県 深谷市立深谷中学校 社　　会 法 法律

千 葉 県 佐倉市立臼井西中学校 社　　会 法 法律

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

東 京 都 専修大学附属高等学校 地理歴史 法 法律

東 京 都 専修大学附属高等学校 公　　民 法 法律

東 京 都 専修大学附属高等学校 公　　民 法 法律

東 京 都 江戸川区立二之江中学校 社　　会 法 法律

神奈川県 神奈川大学附属中・高等学校 地理歴史 法 法律

和歌山県 和歌山県立新宮高等学校 公　　民 法 法律

香 川 県 香川県立高松南高等学校 公　　民 法 法律

高 知 県 土佐塾高等学校 公　　民 法 法律

沖 縄 県 沖縄県立那覇西高等学校 公　　民 法 法律

東
北

関
東

関
東

近
畿
・
四
国
・
九
州

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

福 島 県 福島県立安積女子高等学校 英　　語 履修生

茨 城 県 下妻市立下妻中学校 社　　会 経済 経済

群 馬 県 群馬県立桐生高等学校 公　　民 履修生

埼 玉 県 埼玉県立向陽高等学校 地理歴史 法 法律

埼 玉 県 久喜市立久喜南中学校 社　　会 商 商業

千 葉 県 千葉県立磯辺高等学校 公　　民 履修生

千 葉 県 千葉明徳高等学校 公　　民 法 法律

東 京 都 東京都立秋川高等学校 公　　民 法 法律

東 京 都 東京都立葛飾商業高等学校 商　　業 商 商業

東 京 都 東京都立芝商業高等学校 商　　業 商 商業

東 京 都 東京都立第四商業高等学校 商　　業 商 商業

東 京 都 東京都立第五商業高等学校 商　　業 履修生

東 京 都 東京都立忠生高等学校 公　　民 法 法律

東 京 都 東京都立練馬高等学校 公　　民 経済 経済

東 京 都 東京都立日比谷高等学校（定） 公　　民 履修生

東 京 都 東京都立深川商業高等学校 商　　業 商 商業

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

東 京 都 東京都立文教高等学校（定） 地理歴史 履修生

東 京 都 城西大学附属城西中高等学校 公　　民 履修生

東 京 都 品川区立伊藤中学校 社　　会 経済 経済

東 京 都 中央区立日本橋中学校 社　　会 履修生

東 京 都 練馬区立開進第二中学校 社　　会 法 法律

東 京 都 練馬区立貫井中学校 社　　会 履修生

東 京 都 港区立御成門中学校 社　　会 法 法律

神奈川県 神奈川県立長後高等学校 公　　民 経済 経済

神奈川県 川崎市立商業高等学校 地理歴史 法 法律

神奈川県 横浜商科大学高等学校 商　　業 商 商業

神奈川県 横浜商工高等学校 地理歴史 経済 経済

山 梨 県 日本大学明誠高等学校 地理歴史 法 法律

静 岡 県 静岡県立静岡商業高等学校 商　　業 履修生

静 岡 県 浜松日体高等学校 地理歴史 経済 経済

静 岡 県 豊田町立豊田南中学校 社　　会 経済 経済

東
北
・
関
東

東
北
・
関
東

甲
信
越

平成11年度　図書館実習先一覧

所在地 実　習　館　名
実　習　学　生

学　部 学　科

埼 玉 県 桶川市立図書館 法 法律

東 京 都 台東区立東図書館 文 国文

東 京 都 台東区立東図書館 文 人文

東 京 都 目黒区立目黒本町図書館 文 国文

東 京 都 新宿区立大久保図書館 文 国文

東 京 都 田無市立中央図書館 文 国文

東 京 都 田無市立中央図書館 文 国文

東 京 都 福生市立武蔵野台図書館 文 国文

神奈川県 川崎市立多摩図書館 文 人文

神奈川県 相模原市立相模大野図書館 文 人文

神奈川県 相模原市立図書館 経済 経済

関
　
　
東

所在地 実　習　館　名
実　習　学　生

学　部 学　科

岩 手 県 北上市立博物館 文 人文

岩 手 県 斎藤實記念館 文 人文

宮 城 県 羽後町歴史民俗資料館 法 法律

茨 城 県 下妻市ふるさと博物館 経済 経済

群 馬 県 榛東村耳飾り館 経済 経済

埼 玉 県 入間市博物館ＡＬＩＴ 文 人文

埼 玉 県 浦和市青少年宇宙科学館 法 法律

埼 玉 県 行田市郷土博物館 経済 国際経済

埼 玉 県 さいたま川の博物館 履修生

埼 玉 県 戸田市立郷土博物館 文 国文

千 葉 県 館山市立博物館 経済 経済

千 葉 県 千葉県立安房博物館 文 国文

千 葉 県 千葉県立房総のむら 経済 経済

千 葉 県 千葉市花の美術館 文 人文

千 葉 県 流山市立博物館 文 国文

千 葉 県 野田市郷土博物館 文 人文

千 葉 県 野田市郷土博物館 履修生

東 京 都 芸術教育研究所・おもちゃ美術館 文 人文

東 京 都 財団法人家具の博物館 文 人文

東 京 都 財団法人中村研一記念美術館 履修生

東 京 都 渋谷区立松濤美術館 文 国文

東 京 都 立川市歴史民俗資料館 商 商業

東 京 都 調布市武者小路実篤記念館 文 国文

東 京 都 東京都井の頭自然文化園 履修生

東 京 都 東京都恩賜上野動物園 法 法律

東 京 都 東京都近代文学博物館 文 国文

東 京 都 東京都薬用植物園 文 人文

東 京 都 沼田絵本美術館 経済 経済

東 京 都 八王子市郷土資料館 文 人文

東 京 都 パルテノン多摩 文 人文

所在地 実　習　館　名
実　習　学　生

学　部 学　科

東 京 都 東村山ふるさと歴史館 文 国文

東 京 都 フジタトイミュージアム 文 人文

東 京 都 福生市郷土資料室 文 英米文

東 京 都 武蔵野音楽大学楽器博物館 文 人文

東 京 都 明治大学考古学博物館 文 国文

東 京 都 明治大学商品陳列館 商 商業

東 京 都 弥生美術館 履修生

神奈川県 川崎市市民ミュージアム 文 英米文

神奈川県 川崎市立日本民家園 商 商業

神奈川県 川崎市立日本民家園 文 国文

神奈川県 北鎌倉美術館 文 国文

神奈川県 相模原市立博物館 商 商業

神奈川県 中村正義の美術館 経済 国際経済

神奈川県 中村正義の美術館 文 国文

神奈川県 馬事文化財団馬の博物館 文 人文

神奈川県 平木浮世絵美術館 文 国文

神奈川県 平木浮世絵美術館 文 人文

神奈川県 藤沢市湘南台文化センターこども館 文 国文

神奈川県 藤沢市湘南台文化センターこども館 文 人文

新 潟 県 長岡市立科学博物館 履修生

新 潟 県 新潟県立自然科学園 文 国文

福 井 県 福井県立博物館 履修生

長 野 県 茅野市八ヶ岳総合博物館 文 国文

静 岡 県 静岡市立登呂博物館 文 人文

静 岡 県 沼津市歴史民俗資料館 文 人文

愛 知 県 岡崎市美術博物館 文 人文

熊 本 県 熊本市立熊本博物館 商 商業

熊 本 県 玉名市立歴史博物館こころピア 文 人文

大 分 県 大分市歴史資料館 法 法律

東
北

関
　
　
　
　
東

関
　
　
　
　
東

甲
信
越

東
海

九
州
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主な教員就職先一覧

平 5 経済 ・ 経済 新潟県新発田中央高等学校 専　　任 公民・地歴

平 8 法　 ・ 法律 宮崎県宮崎市立檍中学校 専　　任 社　　　会

平10 法　 ・ 法律 千葉県専修大学松戸高等学校 非 常 勤 公　　　民

平10 法　 ・ 法律 長野県諏訪清陵高等学校 非 常 勤 公民・地歴

平 9 経営 ・ 経営 熊本県熊本市立商業高等学校 専　　任 商　　　業

平 6 商　 ・ 商業 高等学校（東京都） 商　　　業

平 7 商　 ・ 商業 東京都立赤羽商業高等学校 専　　任 商　　　業

平10 商　 ・ 商業 青森県立弘前中央高等学校 非 常 勤 商　　　業

平10 商　 ・ 商業 東京都東亜学園高等学校校 専　　任 商　　　業

平10 商　 ・ 商業 新潟県立八海高等学校 専　　任 商　　　業

平10 文　 ・ 国文 福島県松韻学園福島高等学校 常　　勤 国　　　語

平10 文　 ・ 国文 新潟県立糸魚川白嶺高等学校 専　　任 国　　　語

平10 文　 ・ 国文 岩手県専修大学北上高等学校 専　　任 国　　　語

平10 文　 ・ 英米文 東京都板橋区立成増小学校 期 限 付 そ　の　他

平10 文　 ・ 英米文 福島県泉崎村立泉崎中学校 専　　任 英　　　語

平10 文　 ・ 英米文 栃木県立小山城南高等学校 専　　任 英　　　語

平 6 文　 ・ 人文 島根県立松江高等学校 専　　任 地 理 歴 史

平10 文　 ・ 人文 東京都東京共育学園高等学校 専　　任 公　　　民

平10 文　 ・ 人文 高等学校（宮城県） 地 理 歴 史

平10 院文 ・ 修士 東京都立教女学院中学校・高等学校 専　　任 地 理 歴 史

平10 院法 ・ 修士 東京都文教大学附属高等学校 専　　任 公　　　民

平10 院文 ・ 博士 神奈川県光明学園相模原高等学校 非 常 勤 地 理 歴 史

平11 経済 ・ 経済 北海道えりも町立えりも高等学校 常　　勤 公　　　民

平 8 法　 ・ 法律 東京都専修大学附属高等学校 専　　任 公　　　民

平 9 法　 ・ 法律 神奈川県横浜市立深谷中学校 非 常 勤 社　　　会

法　 ・ 法律 千葉県浦安市立浦安中学校 非 常 勤 社　　　会

平11 経営 ・ 経営 福島県立須賀川高等学校 常　　勤 商　　　業

平11 経営 ・ 経営 東京都立大島高等学校 専　　任 商　　　業

平11 商　 ・ 商業 東京都立赤羽商業高等学校 専　　任 商　　　業

平 6 商　 ・ 商業 東京都立台東商業高等学校 専　　任 商　　　業

平 7 商　 ・ 商業 東京都立池袋商業高等学校 専　　任 商　　　業

平 9 商　 ・ 商業 北海道歌志内高等学校 専　　任 公　　　民

平11 商　 ・ 会計 長野県松商学園高等学校 常　　勤 商　　　業

平 8 文　 ・ 国文 宮城県石越町立石越中学校 専　　任 国　　　語

平11 文　 ・ 国文 大分県昭和女子高等学校 非 常 勤 国　　　語

平11 文　 ・ 国文 北海道紋別市立潮見中学校 常　　勤 国　　　語

平 7 文　 ・ 英米文 栃木県宇都宮市立鬼怒中学校 専　　任 英　　　語

平 9 文　 ・ 英米文 青森県立八戸東高等学校 専　　任 英　　　語

平10 文　 ・ 英米文 神奈川県小田原市立白 中学校 専　　任 英　　　語

平11 文　 ・ 英米文 岩手県立千厩東高等学校 常　　勤 英　　　語

平11 文　 ・ 英米文 千葉県柏市立酒井根中学校 非 常 勤 英　　　語

平11 文　 ・ 英米文 東京都正則学園高等学校 非 常 勤 英　　　語

平11 文　 ・ 英米文 山梨県立ふじざくら養護学校 非 常 勤 英　　　語

平11 文　 ・ 英米文 栃木県今市市立落合中学校 専　　任 英　　　語

文　 ・ 人文 新潟県立南城高等学校 非 常 勤 地 理 歴 史

平 8 院文 ・ 修士 東京学芸大学附属大泉高等学校 非 常 勤 地 理 歴 史

平 9 院文 ・ 修士 栃木県立壬生高等学校 専　　任 英　　　語

平11 院文 ・ 修士 東京都保善高等学校 非 常 勤 英　　　語

平11 院文 ・ 修士 東京都文教大学附属中学校・高等学校 非 常 勤 地 理 歴 史

平11 院文 ・ 修士 熊本県専修大学玉名高等学校 常　　勤 国　　　語

学芸員課程主な就職先一覧

卒業年度・学部・学科 勤務先

平 8 文・人文 東京大学法学部図書館

平 8 文・国文 杉並区立中央図書館（東京都）

平 8 法・法律 瀬高町立図書館準備室（福岡県）

昭和46 文・人文 東京福祉商経専門学校図書室

平 8 文・国文 桂村立図書館（茨城県）

昭和57 文・人文 市川市東国分中学校

平 9 文・人文 見附市立図書館（新潟県）

平 9 文・人文 女子栄養大学図書館

平 6 文・国文 下妻市立図書館準備室（茨城県）

平 9 文・国文 八街市立図書館（千葉県）

平 9 法・法律 日外アソシエーツ（株）

平10 文・国文 鵞湖書房

平10 文・国文 長岡市立中央図書館（新潟県）

平 9 文・人文 東京医科大学図書館

平11 商・商業 有隣堂

宮城県一迫町役場 野田市郷土博物館

秋田県埋蔵文化財センター 山武郡埋蔵文化財センター

下妻市ふるさと博物館 国立西洋美術館

玉造町資料館 調布市郷土博物館

栃木県埋蔵文化財センター 東京国際美術館

栃木県立博物館 東京都埋蔵文化財センター

群馬県埋蔵文化財センター 明治大学考古学博物館

富岡市立美術博物館福沢一郎記念美術館 福井県立博物館

入間市郷土博物館 高山市歴史民俗資料館

浦和市立郷土博物館 ＭＯＡ美術館

行田市郷土博物館 鳥羽水族館

埼玉県埋蔵文化財センター 高松市歴史資料館

逓信総合博物館

勤　務　先

卒業年度・学部・学科 就　　職　　先 職　名 教　科就職
年度

平
　
成
　
10

年
　
度

平
　
成
　
11

年
　
度
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平成11年度　資格課程年間行事表�

課
　
程�

月�

４
　
月�

５
　
月�

６
　
月�

７
　
月�

８
　
月�

９
　
月�

10��
月�

11��
月�

12��
月�

１
　
月�

２
　
月�

３
　
月�

教　職　課　程� 司書・司書教諭課程� 学　芸　員　課　程�

行　　事�

教職・司書・司書教諭・学芸員課程履修ガイダンスおよび各種納金（全学年）�

履修届および履修修正（全学年）�

夏　　　　期　　　　休　　　　暇�

補　　　　講（　全　学　年　）�

繰り上げ試験・学年末試験（全学年）�

追　　　　試　　　　験（全学年）�

介護等体験事前指導� 2・3

図書館実習� 4 博物館実習（館務実習）�3・4

3

4

4
4

3・4

上　旬�

補講および前期試験（全学年）�

夏期休暇（7月下旬～9月中旬）�
下　旬�

中　旬�

教育実習事前ガイダンス� 司書課程学生相談会�
司書教諭修了証書申請ガ�
イダンス�

博物館実習事前ガイダンス�

教育実習第一登録ガイダ�
ンス�

上　旬�

3実習希望校との内諾交渉�上　旬�

2・3博物館実習登録ガイダンス�

上　旬�

中　旬�

2・3実習希望博物館との内諾�
交渉�

1～4教育学会�下　旬�

上　旬�

下　旬�

下　旬�

～
�

4教育実習開始�
（5月下旬～9月中旬）�

3・4博物館見学実習�中　旬�

3�
4

教育実習内諾書の提出�
教員免許状授与願ガイダ�
ンス�

3・4司書製本講習�中　旬�

1～4教職公開講座�中　旬�

4教育免許状一括申請ガイ�
ダンス�

下　旬�

中　旬�

行　　事� 行　　事�対象�
年次�

対象�
年次�

対象�
年次�

学芸員資格取得証明書申�
請手続き�

4

博物館実習承諾書の提出�2・3

上　旬�

中　旬�

司書教諭修了証書申請ガ�
イダンス�

4

学芸員資格取得証明書の�
交付�

4教員免許状の交付� 4

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経済学部 教　　授 椙山喜代子 教育心理学

経済学部 助 教 授 矢吹　芳洋 公民科教育法

法 学 部 教　　授 広瀬　裕子 教育行政学

法 学 部 教　　授 渡部　　光 教育人類学

経営学部 教　　授 嶺井　正也 教育行政学

商 学 部 教　　授 蔭山　雅博 地理歴史科教育法

商 学 部 教　　授 中野　育男 商業科教育法

商 学 部 講　　師 小峰　直史 特別活動論

文 学 部 教　　授 伊部　　哲 英語科教育法

文 学 部 教　　授 大島美津子 日本史

文 学 部 教　　授 鐘ヶ江晴彦 教育社会学

文 学 部 教　　授 高橋　　貢 国語科教育法

文 学 部 教　　授 仲川　恭司 書道家教育法

文 学 部 教　　授 林田　新二 倫理学

文 学 部 教　　授 矢野　建一 日本史

文 学 部 助 教 授 近江　吉明 外国史

文 学 部 助 教 授 砂原　由和 教育方法論

文 学 部 助 教 授 柳瀬　　訓 地誌学

経済学部 兼任講師 斉藤　利彦 社会科教育法

経済学部 兼任講師 藤澤　健一 教育法学

経済学部 兼任講師 伏木　久始 社会科教育法

経済学部 兼任講師 大熊　光穂 心理学

法 学 部 兼任講師 岩間　秀幸 道徳教育の研究

法 学 部 兼任講師 坂本　　旬 教育方法論

法 学 部 兼任講師 関根　照彦 法律学

法 学 部 兼任講師 樋口　州男 日本史

経営学部 兼任講師 田口　康明 教育原論

商 学 部 兼任講師 雨田　英一 社会科教育法

商 学 部 兼任講師 井出　功孝 職業指導

商 学 部 兼任講師 毛利　豊史 倫理学

商 学 部 兼任講師 前川　明彦 地理学

文 学 部 兼任講師 大熊　　徹 国語科教育法

文 学 部 兼任講師 齋藤　　純 社会科教育法

文 学 部 兼任講師 澤邉　和浩 外国史

文 学 部 兼任講師 角田　清美 地誌学

文 学 部 兼任講師 豊田　一男 教育実習Ⅰ（英語）

文 学 部 兼任講師 町田　　洋 地理学

文 学 部 兼任講師 渡辺　千歳 教育心理学

文 学 部 兼任講師 西田　暢子 外国史

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経営学部 講　　師 荻原　幸子 図書館概論

商 学 部 助 教 授 高萩栄一郎 コンピュータ概論

文 学 部 教　　授 後藤　　暢 図書館特論

経済学部 兼任講師 高橋　利行 生涯学習概論

経済学部 兼任講師 中島　　宏 マスコミュニケーション

経済学部 兼任講師 橋本　淳一 社会学

法 学 部 兼任講師 齋藤憲一郎 資料組織概説Ⅱ

法 学 部 兼任講師 田中　　功 情報検索

法 学 部 兼任講師 水上　和則 情報機器論

経営学部 兼任講師 猪平　　進 コンピュータ実習

経営学部 兼任講師 竹内　紀吉 図書館サービス論

経営学部 兼任講師 稲垣　信子 学習指導と学校図書館

商 学 部 兼任講師 谷岡日出男　コンピュータ実習

文 学 部 兼任講師 小黒　浩司　図書館及び図書館史

文 学 部 兼任講師 小林　和夫　マスコミュニケーション

文 学 部 兼任講師 塚原　　博　児童サービス論

《学芸員》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経営学部 助 教 授 内田　欽三 博物館学

文 学 部 教　　授 亀井　明徳 博物館実習
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『パッソ ア パッソ』第2号がようやく出来上がりました。編集に際しては、このたびも多くの関

係者の皆様に暖かいご支援ご協力を頂きました。ここに記して厚く御礼を申し上げます。

さて、本号は誌面の一層の充実を図るべく、新たに《論文》を掲載致しました。資格課程を構成

している先生方の日々の研究と実践の成果を学内外にアッピールすることも、本誌の使命であると

考え、本号からこれを掲載した次第です。ここでは、嶺井正也先生にお願いして、障害児教育のあ

るべき姿をイタリアの先進的事例にもとづいて論じて頂きました。

本号に掲載されている実践報告や職場紹介、あるいは体験に関する記事を読むと、ＯＢ・ＯＧの

方々の職場での活躍ぶりや実習生の現場における奮闘ぶりが眼に浮かんできます。今まさに教員・

司書・司書教諭・学芸員を目指している学生はもとより、我々教員にも、その熱い思いが伝わって

きます。これらを読んで読者はどんなに励まされ、勇気づけられることでしょう。

編集委員会はこれからも本誌の充実に努めていきたいと念じています。皆様から建設的な意見、

感想などをお寄せ頂ければ幸です。

最後になりましたが、多忙な勤務状況下にありながら編集作業に携って下さった教務課の皆さん

に、衷心より御礼申し上げます。

資格課程年報編集委員会

商 学 部 教 授　蔭山　雅博

経営学部助教授　内田　欽三

文学部助教授　砂原　由和

経営学部講師　荻原　幸子

教　　務　　課　桐生まい子

2000年11月8日

編集後記
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表題はイタリア語で

パッソ・ア・パッソと読み、
「一歩ずつ」という意味です。

地道に努力して難関に挑戦し、

突破してほしいという願いが

込められています。

注：前半のメッセージは平成12年度の実習報告が中心ですが、後半のデータは確定済みの平成11年度のものを掲載しています。
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